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【修
辞
】

「
そ
め
」
、

「み
だ
れ
」
、

「と
く

（
「
よ
る
」
）
」
は
、
糸

の
縁
語
。

【通
釈
】
亭
子
院
の
歌
合

新
鮮
な
浅
緑
色
に
染
め
て
、
も
つ
れ
さ
せ
て
し
ま

っ
た
柳
の
糸
の
よ
う
な

枝
を
、
春
風
が
吹
き
解
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

【他
集
】

『金
葉
集
』
初
度
本
　
巻

一
。
春

・
三
二
、
詞
書

・
作
者

「亭

子
院
歌
合
に
読
め
る
　
坂
上
是
則
」
　

『新
勅
撰
集
』
巻

一
。
春
上

。
二

四
、
詞
書

・
作
者

「
（柳
を
よ
み
侍
り
け
る
）
　

（伊
勢
）
」
、
結
句

「風
や
よ
る
ら
む
」
　

軍
蟄
襦
肇
省

一
〇
二
、
題

・
作
者

「
（柳
）

是
則
」
、
第
二
句

「
織
り
て
乱
る
る
」
、
結
句

「風
や
よ
る
ら
む
」

『伊
勢
集
』
Ｉ
。
一
〇
二
、
詞
書

「
（亭
子
院
歌
合
時
）
」
、
Ⅱ

。
一
〇

二
、
詞
書

「歌
合
の
時
亭
子
院
」
、
結
句

「風
や
よ
る
ら
む
」
、
Ⅲ

。
一

〇

一
　

『亭
子
院
歌
合
』
二
、
題

・
作
者

「
（春
　
一
一月
十
首
）

是
則
」

結
句

「か
ぜ
や
よ
る
ら
む
」

【付
】

『伊
勢
集
』
と

『新
勅
撰
集
』
が
伊
勢
作
と
し
て
お
り
、
作
者
名

に
混
乱
が
あ
る
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
是
則
作
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『新
勅
撰
集
』
が
伊
勢
作
と
し
て
い
る
の
は
、
定
家
本

『伊
勢
集
』
を
資

web公開に際し、翻刻は省略しました



料
と
し
た
た
め
で
あ
る
と
の
指
摘
が

「
『新
勅
撰
集
』
の
撰
集
―
私
家
集

尊
重
の
姿
勢
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（生
澤
喜
美
恵
　
『和
歌
文
学
研
究
』
五

三
号
　
一
九
八
六
年

一
〇
月
）
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
何
故

『伊
勢
集
』
が

こ
の
歌
を
採
歌
し
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
の
だ
が
、
そ
の
原
因
は

『亭
子
院
歌
合
』
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『伊
勢
集
』
は

「亭
子
院
歌
合

時
」
と
い
う
一詞
書
の
も
と
に
、

『亭
，十

院
歌
合
』
の
歌
を
数
首
載
せ
て
お

り
、
そ
の
中
に
こ
の
歌
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

『伊
勢
集
』
が
ど
の
よ
う
な

『一予
子
院
歌
合
』
を
資
料
と
し
た
か
は
定

か
で
は
な
い
の
だ
か
、

『伊
勢
集
』
が
こ
の
歌
を
採
歌
し
た
経
緯
と
し
て
、

次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
こ
の
歌
は

『亭
子
院
歌
合
』
二
番

歌
な
の
だ
が
、　
一
番
歌
が
伊
勢
作
で
あ
る
た
め
に
、
誤
っ
て
連
続
し
て
採

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
。
も
う

一
つ
は
、
十
巻
本

『亭
子
院
歌
合
』

で
、
二
番
歌
の
作
者
名
が

「
い
せ
ヲ
削
リ
ソ
ノ
上
二
重
ネ
テ
こ
れ
の
リ
ト

書
キ
、
サ
ラ
ニ
こ
れ
の
リ
ミ
セ
ケ
チ
是
則
」

（
『平
安
朝
歌
合
大
成
　
一
』

の
校
異
に
よ
る
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
歌

は
伊
勢
作
と
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
か
、
ま
た
は
実
際
に
伊
勢
作
で

あ
っ
た
た
め
に
、

『伊
勢
集
』
が
採
歌
し
た
と
い
う
経
緯
で
あ
る
。
も

っ

と
も
、

『亭
子
院
歌
合
』
に
書
か
れ
て
い
た
最
初
の

「
い
せ
」
は
、
た
だ

の
書
き
損
じ
で
あ
り
、
す
ぐ
に
訂
正
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
可

能
性
は
低
い
。

『是
則
集
』
や
現
行
の

『亭
子
院
歌
合
』
、

『金
葉
集
』

初
度
本
等
に
従

っ
て
、
是
則
作
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
片
桐
洋

一
「古
今
集
歌
壇
と
歌
語
」

（
『論
集
　
古
今
和

歌
集
』
所
収

笠
間
書
院
　
一
九
八

一
）
は

「青
柳
の
糸
」
と
い
う
語
が

コ
カ
葉
集
』
に
は

【語
釈
】
に
あ
げ
た
よ
う
に
巻
十

一
に

一
例
し
か
な
い

の
が
、
古
今
集
撰
者
時
代
に
な

っ
て
流
行
す
る
現
象
に
注
目
し
、

『赤
人

集
』
Ⅱ
、

『家
持
集
』
Ｉ
に
同
歌
が
所
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
今

集
撰
者
時
代
２
カ
葉
歌
語
へ
の
傾
倒
ぶ
り
を
み
て
と
っ
て
い
る
。
そ
う
い

え
ば
、

「あ
さ
み
ど
り
」
と
い
う
語
も

『一方
葉
集
』
に
は
巻
十
に
一
例
し

か
な
い
が
、
同
歌
が

『人
麿
集
』
Ⅲ
、

『赤
人
集
』
Ｉ
Ⅱ
、

『家
持
集
』

Ｉ
Ⅱ
に
採
ら
れ
、
古
今
撰
者
時
代
に
は
歌
語
と
し
て
定
着
し
て
い
た
よ
う

だ
。
こ
の

一
首
、
古
今
集
撰
者
時
代
の
一カ
葉
五
里
早
受
の
あ
り
か
た
の
一
端

を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
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【通
釈
】
桜山

里
の
花
を
見
て

折

っ
て
し
ま
う
と
、
惜
じ
む
よ
う
な
様
子
だ
よ
、
こ
の
桜
花
は
、
で
は
、

さ
あ
こ
の
山
里
の
家
に
宿
を
借
り
て
、
散
る
ま
で
は
そ
の
美
し
さ
を
堪
能

し
よ
う
。
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【他
集
】

『古
今
集
』
巻

一
・
春
上

・
六
五
、
詞
書

・
作
者

「
（題
し
ら

ず
　
よ
み
入
し
ら
ず
）
」
、
初
旬

「を
り
と
ら
ば
」
、
二
句

「を
し
げ
に

も
あ
る
か
」
　

『猿
丸
大
夫
集
』
Ｉ

・
五

一
、
詞
書

「
や
ま
に
は
な
見
に

ま
か
り
て
よ
め
る
」
、
初
旬

「お
り
と
ら
ば
」
、
二
句

「お
し
げ
な
る
か

な
」
、
結
句

「ち
る
ま
で
も
み
む
」
、
Ⅱ
二
壬
二
、
詞
書

「或
本
二
　
山

に
花
み
に
ま
か
り
て
よ
め
る
」
、
初
旬

「お
り
と
ら
ば
」
、
二
句

「お
し

げ
に
も
あ
る
か
」

『墓
半
集
』
Ⅱ

・
八
二
、
詞
書

「返
し
」
、
初
旬

「お

り
と
ら
ば
」
、
二
句

「お
し
げ
に
も
あ
る
か
」

【付
】
こ
の
歌
は
他
集

へ
の
入
集
状
況
か
ら
見
て
、
是
則
作
で
あ
る
こ
と

は
疑
問
。
こ
の
他
７
・
１０

ｏ
ｌｌ
・
‐２

・
２５
・
３４

・
４０

．
４‐
番
も
是
則
作
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る

（各
歌
の

【他
集
】
の
項
参
照
）
。

『是
則
集
』
は

部
類
名
家
集
と
し
て
の
体
裁

（
「解
題
」
参
照
）
を
整
え
る
た
め
、
他
人

詠
を
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

ま
た
こ
の
歌
は
、　
コ
丞
半
集
』
で
は

『古
今
集
』
六
四
番
と
の
贈
答
歌

仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
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【修
辞
】

「
く
れ
た
け
の
」
は

「
よ
」
に
掛
る
枕
詞
。

「
よ
」
は
、

「
（竹
の
）
節
」
と

「夜
」
の
豊
詞
。

【通
釈
】
前
栽
の
中
に
、
桜
の
花
が
交
じ
っ
て
咲
い
て
い
る
の
を
見
て

桜
花
を
、
今
日
は
こ
と
さ
ら
よ
く
見
て
お
こ
う
、

（呉
竹
に
入
り
交
じ

っ

て
咲
く
花
は
）
呉
竹
の

一
節
と
い
う
よ
う
に
、　
一
夜
で
散

っ
て
し
ま
う
と

い
け
な
い
か
ら
。

【他
集
】

『後
撰
集
』
巻
二

・
春
中

・
五
四
、
詞
書

・
作
者

豆
即
栽
に
竹

の
な
か
に
さ
く
ら
の
さ
き
た
る
を
見
て
　
坂
上
是
則
」

（諸
本
間
で
詞
書

に
少
々
の
異
同
が
あ
る
が
、

「竹
の
中
」
と
い
う
言
葉
は
す
べ
て
の
本
に

あ
る
）
、
二
句

「け
ふ
よ
く
見
て
む
」

-10-

w
eb

公
開
に
際
し
︑

翻
刻
は
省
略
し
ま
し
た



【通
釈
】
花
を
惜
じ
む
と
こ
ろ
で

こ
の
よ
う
に
桜
を
見
な
が
ら
、
千
年
の
春
を
過
ご
し
た
と
し
て
も
、
い
つ

花
の
色
の
美
し
さ
に
飽
き
る
は
ず
が
あ
ろ
う
か

（そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の

だ
か
ら
、
ず

っ
と
咲
い
て
い
て
お
く
れ
）
。

【他
集
】

『拾
遺
抄
』
巻
五

。
賀

。
一
八
三

『拾
遺
集
』
巻
五

・
賀

。
二

八
七
、
共
に
詞
書

・
作
者

「題
不
知
　
読
人
不
知
」
。
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【付
】
貫
之
に

「延
喜
十
八
年
四
月
東
宮
の
御
屏
風
、
さ
く
ら
の
花
の
も

と
に
人
々
の
ね
た
る
所
　
か
つ
見
つ
ゝ
あ
か
ず
と
思
ふ
に
桜
花
ち
り
な
ん

後
ぞ
か
ね
て
恋
し
き
」

（
『貫
之
集
』
Ｉ

。
一
〇
五
）
と
い
う
、
初
旬
を

同
じ
く
す
る
同
主
旨
の
歌
が
あ
る
が
、
こ
の
是
則
歌
を
参
考
に
し
た
も
の

か
。
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【修
辞
】

「
う
つ
す
」
は

「移
す
」
と

「映
す
」
の
量
詞
．

【通
釈
】
亭
子
院
の
歌
合
に

こ
の
美
し
い
桜
の
花
の
色
を
、
衣
に
移
し
染
め
る
よ
う
に
、
映
し
て
留
め

て
お
い
て
く
れ
、
鏡
山
よ
、
春
が
過
ぎ
た
後
に
も
、
桜
の
花
の
姿
が
留
ま

る
か
し
ら
と
思
う
の
で
。

【他
集
】

『拾
遺
秒
』
巻

一
・
春

・
五
〇

『
拾
遺
果
』
巻

一
・
春

・
七
三
、

共
に
詞
書

・
作
者

「亭
子
院
歌
合
に
　
坂
上
是
則
」
、
四
結
句

「春
よ
り

の
ち
の
か
げ
や
み
ゆ
る
と
」
　

『古
今
六
帖
』
か
が
み

。
三
二
二
七
、
三

句

「ま
す
か
が
み
」
、
四
結
句

「春
よ
り
の
ち
の
か
げ
や
み
ゆ
る
と
」

『亭
子
院
歌
〈
己

二
四
、
題

・
作
者

「
（春
　
一二
月
十
首
）

是
則
」
、

五
句

「か
げ
や
み
ゆ
る
と
」

（
『平
安
朝
歌
合
大
成
　
一
』
に
よ
れ
ば
、

二
十
巻
本

「
の
く
れ
な
む
の
ち
も
み
る
べ
く
」
に

「
よ
り
の
ち
や
か
げ
や

み
ゆ
る
と
」
を
併
記
）
　

『和
歌
童
蒙
抄
』
第
十

。
文
字
病
難
不
例

・
八

九
六
、
作
者

「是
則
」
、
四
結
句

「
は
る
よ
り
の
ち
の
か
げ
や
み
ゆ
る
と
」

『和
歌
初
学
抄
』
秀
句

・
鏡

。
四
五
、
四
結
句

「
は
る
よ
り
の
ち
の
か

げ
や
み
ゆ
る
と
」

【付
】

「
よ
ろ
づ
代
の
た
め
じ
と
見
ゆ
る
花
の
色
を
う
つ
し
と
ど
め
よ
自

河
の
水
」

（待
賢
門
院
兵
衛

　
『今
鏡
』

。
「自
河
花
宴
」
、

『金
葉
集
』

三
度
本

・
巻

一
・
春

・
三
二
）
は
、
こ
の
歌
の
影
響
下
に
あ
る
と
思
わ
れ

２つ
。
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【修
辞
】

「な
る
」
は
、
時
の
経
過
を
表
す
「成
る
」と
結
実
を
示
す

「生

る
」
の
掛
詞
．

【通
釈
】
亭
子
院
歌
合
に

樹
齢
三
千
代
に
ま
で
な

っ
て
結
実
す
る
と
い
う
桃
が
、
今
年
花
が
咲
く
春

に
―
―
今
年
か
２ヽ
二
千
の
御
代
の
栄
華
が
花
咲
く
め
で
た
い
春
に
、
ち
ょ

う
ど
巡
り
合

っ
た
な
あ
。

【他
集
】

『拾
遺
抄
』
巻
五

・
賀

。
一
八
四
、
詞
書

・
作
者

コ
争
子
院
歌

合
に
　

（読
人
不
知
）
」
、
初
旬

「
み
ち
と
せ
に
」
、
四
句

「
は
な
さ
く

春
に
」
　

『拾
遺
集
』
巻
五

・
賀

・
二
八
八
、
詞
書

・
作
者

「亭
子
院
歌

合
に
　
み
つ
ね
」
、
初
句

「
み
ち
と
せ
に
」
、
四
句

「花
さ
く
春
に
」
、

結
句

「あ
ひ
に
け
る
か
な
」
　

『古
今
六
帖
』
第

一
・
五
八
、
題

・
作
者

「
み
か
の
日
　
た
だ
み
ね
」
、
初
旬

「
み
ち
と
せ
に
」
、
四
句

「花
咲
く

春
に
」
、
結
句

「な
り
ぞ
し
に
け
る
」
　

『和
漢
朗
詠
集
』
巻
上

。
四
四
、
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題

「
（二
月
二
日
釈
）
」
、

「
み
ち
と
せ
に
な
る
と
い
ふ
も
も
の
こ
と
し

よ
り
は
な
さ
く
は
る
に
あ
ひ
そ
め
に
け
り
」
　

『弱
恒
集
』
Ⅱ

。
二

一
一
、

詞
書

「亭
子
院
歌
合
に
」
、
頭
書

「賀
部
」
、
初
旬

「
三
千
年
に
」
、
四

句

「花
開
春
に
」
、
結
句

「あ
ひ
に
け
る
哉
」
　

『忠
挙
集
』
Ｉ

。
四
八
、

詞
書

「
二
月
二
日
、
或
所
に
て
か
は
ら
け
と
り
て
」
、
初
旬

「
三
千
歳

ヘ

て
」
、
四
句

「花
さ
く
は
る
に
」
、
結
句

「な
り
に
け
る
か
な
」
　
Ⅱ
・

七
七
、
詞
書

「
二
月
二
日
あ
る
と
こ
ろ
に
て
か
は
ら
け
と
り
て
　
撃
蜃
え

會
と

、

「
み
ち
よ
へ
て
な
る
と
い
ふ
も
ヽ
は
こ
と
し
よ
り
は
な
さ
く
は

る
に
な
り
ぞ
し
に
け
る
」
　

Ⅲ
ｏ
一
一
、
詞
書

「
二
月
二
日
、
あ
る
所
に

て
」
、
初
旬

「
三
千
代

へ
て
」
、
四
句

「
は
な
さ
く
は
る
に
」
、
結
句

「な
り
に
け
ら
し
も
」
　

Ⅳ

ｏ
一
四
九
、
詞
書

「
二
月
二
日
、
あ
る
と
こ

ろ
に
て
、
ヽ
い
じ
の
ゐ
ん
の
う
た
あ
は
せ
の
う
た
と
も
」
、
初
句

「
み
ち

よ
へ
て
」
、
四
句

「
は
な
さ
く
は
る
に
」
　

『元
輔
集
』
Ｉ
。
二
四
九
、

詞
書

「
二
月
、
も
、
の
は
な
」
、
初
旬

「み
ち
よ
へ
て
」
、
二
句

「な
る

て
ふ
も
ヽ
は
」
、
四
句

「
は
な
さ
く
は
る
に
」
、
結
句

「な
り
に
け
る
哉
」

「
呈
壬
院
歌
合
』
六
、
題

・
作
者

「
（春
　
二
月
十
首
）

是
則
」
、
初

旬

「
み
ち
よ
へ
て
」
、
二
句

「な
る
て
ふ
も
も
は
」
、
四
句

「は
な
さ
く

は
る
に
」
　

『俊
頼
髄
脳
』
初
旬

「
み
ち
よ
へ
て
」
、
四
句

「は
な
さ
く

春
に
」
　

『和
歌
童
蒙
抄
』
巻
七

・
木
部

・
桃
、
初
旬

「
み
ち
よ
へ
て
」
、

四
句

「花
さ
く
は
る
に
」
、
結
句

「あ
ひ
に
け
る
か
な
」
　

『和
歌
童
蒙

抄
』
巻
十

・
歌
合
判
題
心
難
例
、
初
旬

「
み
ち
よ
へ
て
」
、
四
句

「花
さ

く
春
に
」
、
結
句

「
あ
ひ
そ
め
に
け
り
」
　

『
奥
義
抄
』
中
釈
、
初
旬

「
み
ち
よ
へ
て
」
、
四
句

「
は
な
さ
く
春
に
」
　

『袋
草
紙
』
下
巻

。
古

〈
昇
賢
口難
、
初
旬

「
み
ち
よ
へ
て
」
、
四
句

「花
さ
く
は
る
に
」
　

『和

歌
色
葉
』
下
巻
、
作
者

「花
山
院
」
、
初
旬

「
み
ち
よ
へ
て
」
、
二
句

「
な
る
と
い
ふ
桃
の
」
、
四
句

「花
き
く
春
に
」
　

『悦
目
抄
』
初
旬

「
三
千
年
に
」
、
四
句

「花
咲
く
春
に
」
、
結
句

「ぞ
し
に
け
る
」
に

「
に
け
る
か
な
イ
」
と
異
本
注
記

【付
】
春
の
歌
で
あ
る
が
慶
賀
的
性
格
が
強
い
。
中
国
の
故
事
を
背
景
に
、

「
三
千
代

（三
千
歳
）
」
、

「百
」
を
想
起
さ
せ
る

「も
も
」
を
詠
み
込

み
、
不
老
長
寿
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
桃
の
開
花
と
共
に
繁
栄
の
始
ま
り
を

寿
い
で
い
る
。

『興
福
寺
延
年
舞
式
庭
錘
菫
薔
琴
菌
』
遊
僧
拍
子
歌
の
項

や

『大
乗
院
新
御
門
主
隆
遍
維
摩
会
御
遂
講
将
延
年
日
記
』

（以
上

『
日

本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
二
巻
所
収
　
一二
一
書
房
　
一
九
七
四
）
に
は
、

こ
の
歌
が
、
初
旬

「
三
千
と
せ
に
」
、
四
句

「花
さ
く
春
に
」
、
結
句

「あ
ふ
ぞ
う
れ
し
き
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、
延
年
に
取
り
込
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
６
番
歌
は
、

『亭
子
院
歌
合
』
に
お
い
て

『是
則
集
』
７
番
歌

（作
者
嘱
恒
と
す
る
）
と
番
い
と
な

っ
て
い
る
。
作
者
は

「今
年
」
と
の

同
文
字
病
を
さ
け
る
た
め
原
典

「
三
千
歳
」
と
あ
る
の
を

「
三
千
代
」
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
判
者
は

「と
し
と
よ
む
べ
き
こ
と
を
よ
と
い
へ
り

と
て
ま
く
」
、
つ
ま
り
故
事
と
の
差
異
を
根
拠
に
負
と
し
て
い
る
。

『和

歌
重
家
抄
』

『袋
草
紙
』
は
こ
の
判
詞
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
が
、

『俊

頼
髄
脳
』
は

「
こ
れ
も
と
し
と
世
と
を
病
と
、
亭
子
の
院
の
歌
合
に
さ
だ

め
ら
れ
た
り
。
文
字
病
と
い
ふ
は
心
は
か
は
り
た
れ
ど
も
、
同
じ
文
字
あ

る
を
い
ふ
な
り
」
、

『左
近
権
中
将
俊
忠
朝
臣
家
歌
合
』

一
番
判
詞

（判
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者
俊
頼
）
は
、

「一曇
ｆ
院
歌
合
に
か
や
、
山
と
峰
と
、
年
と
世
と
を
、
同

心
の
や
ま
ひ
に
さ
だ
め
ら
れ
た
れ
ば
」
と
同
心
病
の
例
と
し
て
、
ま
た

『悦
目
抄
』
は

「千
年
と
年
と
を
病
と
す
と
、
亭
子
院
歌
合
に
定
め
ら
れ

た
り
。
又
文
字
の
病
と
は
、
心
か
は
り
た
れ
ど
も
同
文
字
の
あ
る
な
り
」

と
同
文
字
病
の
例
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
誤
解
が
生
じ
て
い
る
。
底
本
以

外
の

『是
則
集
』
諸
本
は
初
旬
を

「
み
ち
と
せ
に
」
と
し
、
判
詞
に
従

っ

て
改
め
ら
れ
た
も
の
と
同
じ
形
を
伝
え
て
い
る
。
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【修
辞
】

「
ま
つ
」
と

「か
げ
」
、

「
ふ
か
み
ど
り
」
と
「い
ろ
」、

「と

き
は
」
と

「
う
つ
ろ
ふ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
縁
語
。

「か
げ
」
は

「木
陰
」
と

「お
陰
」
、

「よ
そ
」
は

「余
所

（離
れ
た
場
所
）
」
と

「外

（無
縁
な

こ
と
、
ひ
と
ご
と
）
」
の
掛
詞
．

【通
釈
】
松
の
本
の
根
元
に
誰
や
彼
や
居
て

深
緑
の
と
こ
し
え
に
変
わ
ら
な
い
松
の
木
陰
に
居
て
、
そ
の
恩
恵
を
蒙
り
、

変
化
す
る
他
の
草
木
の
色
を
離
れ
た
所
の
も
の
と
し
て
他
人
事
の
よ
う
に

見
る
こ
と
だ
よ
。

【他
集
】

『後
撰
集
』
巻

一
。
春
上

・
四
二
、
詞
書

・
作
者

「松
の
も
と

に
こ
れ
か
れ
侍
り
て
花
を
み
や
り
て
　
坂
上
是
則
」
、
四
句

「
う
つ
ろ
ふ

花
を
」
　

『古
今
六
帖
』
第
六

。
四

一
〇
九
、
題

・
作
者

「
（ま
つ
　
と

も
の
り
二
首
）
」
、
四
句

「う
つ
ろ
ふ
花
を
」
　

『
三
十
六
人
撰
』

一
一

五
、
作
者

「
（是
則
）
」
、
四
句

「
う
つ
ろ
ふ
花
を
」

【付
】
松
に
寄
せ
て
永
遠
の
繁
栄
を
寿
ぐ
と
い
う
多
分
に
慶
賀
的
な
歌
で

あ
り
、
作
者
を
庇
護
す
る
権
力
者

へ
の
祝
詞
と
も
い
え
よ
う
。
詠
ま
れ
た

場
は
不
明
だ
が
、

「
屏
風
絵
の
画
中
の
人
物
の
立
場
に
立

っ
て
の
詠
」

合
石
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『後
撰
和
歌
集
』
）
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

「よ
し
み
ね
の
つ
ね
な
り
が
よ
そ
ぢ
の
賀
に
む
す
め
に
か
は
り
て
よ
み
侍

り
け
る
　
よ
ろ
づ
世
を
松
に
ぞ
君
を
い
は
ひ
つ
る
ち
と
せ
の
か
げ
に
す
ま

む
と
思
へ
ば
」

（
『古
今
集
』
巻
七

・
賀

・
二
五
六

・
素
性
法
師
）
の
影

響
を
受
け
て
い
る
か
。
発
想
的
に
は
、

「延
長
四
年
八
月
廿
四
日
、
民
部

卿
清
言
が
六
十
賀
中
納
言
恒
佐
妻
し
侍
り
け
る
時
の
屏
風
に
、
か
ぐ
ら
す

る
所
の
う
た
　
あ
し
ひ
き
の
山
の
さ
か
き
は
と
き
は
な
る
か
げ
に
さ
か
ゆ

る
神
の
き
ね
か
な
」

（
『拾
遺
集
』
巻
十

・
神
楽
歌

上
ハ
一
八

・
紀
貫
之
）

に
も
似
る
。
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【摘
覇
０

音
７
す
院
昴贅
笛
に

繰
り
返
し
や
っ
て
来
て
は
鳴
く
鶯
の
故
郷
は
散

っ
て
し
ま
っ
た
梅
の
花
で

あ
っ
た
こ
と
よ
。

【他
集
】

『新
勅
撰
集
』
巻

一
。
春
歌
上

。
三
六
、
詞
書

・
作
者

「亭
子

院
歌
合
に
　
坂
上
是
則
」
、
結
句

「花
に
ぞ
あ
り
け
る
」
　

『古
今
六
帖
』

第
二

。
一
三
〇
三
、
題

・
作
者

「
（ふ
る
さ
と
）
　

お
き
か
ぜ
」
　

『興
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風
集
』
Ｉ

。
二

一
、
結
句

「花
に
ぞ
有
け
る
」
　

Ⅱ

ｏ
六
、
結
句

「花
に

ぞ
あ
り
け
る
」
　

『窮
恒
集
』
Ｉ
・
五

一
、
詞
書

「
（延
喜
十
二
年
二
月

十
八
日
亭
子
院
歌
合
に
、
二
月
）

み
つ
ね
左
方
」
　

Ⅲ
・
七
八
、
集
付

「新
勅
坂
上
是
則
歌
也
」
　

Ⅲ
。
一
五
四
、
詞
書

「
（延
喜
十
二
年
二
月

十
八
日
亭
子
院
の
和
歌
合
に
）
」
、
集
付

「新
勅
坂
上
是
則
歌
也
」
、
結

句

「花
に
ぞ
あ
り
け
る
」
、
割
注

「此
歌
有
両
百
可
勘
也
」
　

Ｖ

・
七
二
、

詞
書

「
（お
な
じ
院
の
歌
合
の
、
左
か
た
に
て
よ
め
る
）
」
　

『亭
子
院

歌
合
』
五
、
題

・
作
者

「
（春
　
一
一月
十
首
）

期
恒
」

【付
】
以
上
三
首
は
本
に
よ
っ
て
順
序
が
異
な
り
、
書
Ａ

・
書
Ｂ
・
歌
仙

は
六
番
歌

（桃
）
、
七
番
歌

（鷲
）
、
八
番
歌

（松
）
の
順
、
底
本

・
西

・
静

・
群

・
彰
は
六
番
歌
、
八
番
歌
、
七
番
歌
の
順
に
並
ぶ
。
冒
頭
に
記

さ
れ
た
部
類
分
は
、
書
一Ａ

・
書
Ｂ
・
歌
仙

・
静
に
お
い
て
は
、
柳
【、
桜
い、

桃
、
松
、
鶯
、
ま
た
西
本
に
お
い
て
は
桜
、
桃
、
鶯
で
あ
る
。
よ
っ
て
題

の
順
序
と
歌
の
配
列
と
の
間
に
韻
語
を
来
し
て
い
な
い
の
は
、
静
本
と
、

不
完
全
な
形
で
は
あ
る
が
西
本
で
あ
る
。

-19-

w
eb

公
開
に
際
し
︑

翻
刻
は
省
略
し
ま
し
た



【修
辞
】

「ま
つ
」
は

「先
づ
」
と

「待
つ
」
の
掛
詞
．

【通
釈
】
夏

郭
公

山
人
だ
と
人
は
軽
蔑
し
て
言
う
け
れ
ど
も
、
人
々
が
待
ち
望
む
郭
公
の
初

声
は
ま
ず
私
だ
け
が
聞
く
の
だ
。

【他
集
】

『拾
遺
抄
』
巻
二

・
夏

・
六
三
、
詞
書

・
作
者

「女
四
親
王
の

屏
風
　
是
則
」
　

『拾
遺
集
』
巻
二
・
夏

。
一
〇
二
、
詞
書

・
作
者

「女

四
の
み
こ
の
家
歌
合
に
　
坂
上
是
則
」

（京
都
市
北
野
天
満
宮
本
詞
書

「女
四
親
王
の
家
の
屏
風
に
」
）
　

『
三
十
人
撰
』
九
四
、
作
者

「
（是

則
三
首
）
」
　

『三
十
六
人
撰
』

一
一
四
、
作
者

「
（是
則
）
」

【付
】
部
び
た
非
文
化
的
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の

反
面
、
都
人
が
待
つ
郭
公
の
初
声
を
、

「山
ざ
と
に
し
る
人
も
が
な
郭
公

な
き
ぬ
と
き
か
ば
つ
げ
に
く
る
が
に
」

（
『拾
遺
集
』
巻
二
・
夏

。
九
八

・
紀
貫
之
）
の
如
く
、
彼
ら
よ
り
も

一
足
早
く
聞
く
こ
と
が
で
き
る
、
つ

ま
り
自
分
こ
そ
真
の
風
流
人
で
あ
る
の
だ
と
い
う
、
逆
説
的
な

一
種
の
優

越
感
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

「野
辺
ち
か
く
い
へ
ゐ
し
せ
れ
ば
う
ぐ
ひ
す

の
な
く
な
る
こ
ゑ
は
あ
さ
な
あ
さ
な
き
く
」

（
『古
今
集
』
巻

一
・
春
上

。
一
六

・
読
人
不
知
）
に
通
ず
る
心
が
あ
る
。
屏
風
画
中
の
人
物
と
な
っ

て
の
詠
歌
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

『拾
遺
抄
』

『拾
遺
集
』
詞
書
に
見
え
る

「女
四
親
王
」
と
は
醍
醐
大

皇
第
四
皇
女
勤
子
内
親
王

（
『一半
安
朝
歌
合
大
成
　
一
』
、
岩
波
新
日
本

古
典
文
学
大
系

『拾
遺
和
歌
集
』
）
。
勤
子
内
親
王
御
屏
風
に
つ
い
て
は
、

延
喜
十
八
年
作
成
さ
れ
た
こ
と
と

（延
喜
十
四
年
に
作
成
さ
れ
た
の
は
女

一
親
王
勧
子
内
親
王
屏
風
と
思
わ
れ
る
）
、
凡
河
内
期
恒
や
紀
貫
之
等
の

詠
進
が
あ
っ
た
こ
と
が
、　
国
理
糧
置
　
（
一
二
九
、
三
二
一
）
、　
国
裂
拍

遺
集
』

（五
二
〇
）
、

『貫
之
集
』

（Ｉ
。
九
七
～

一
〇
四
）
等
に
よ
っ

て
、
確
認
で
き
る
。
歌
合
に
つ
い
て
は
不
詳
。
定
家
本
拾
遺
集
の
誤
り
と

も
考
，４
り
れ
る
。
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【通
釈
】
秋

需

露

山

水

羹

菊

雁

碑堕
雨
　
童
７
■
院
歌
ム
ロ
に

初
壁
雨
が
降
る
と
ま
も
な
く
佐
保
山
の
木
々
の
梢
が
残
ら
ず
す
み
ず
み
ま

で
紅
葉
し
て
し
ま
っ
た
な
あ
。

【他
集
】

『後
撰
集
』
巻
八

・
冬

・
四
四
四
、
詞
書

・
作
者

「
（題
し
ら

ず
　
よ
み
人
も
）
」
、
結
句

「
つ
つ
ろ
ひ
に
け
り
」

（定
家
無
年
号
Ａ
類

本
、
慈
円
本
、
片
仮
名
本
、
一
喜
出
四神
社
本
、
慶
長
本
、
富
小
路
資
直
筆

本
、
梅
沢
氏
蔵
本
、
飛
鳥
井
教
定
書
写
奥
書
本

「
い
ろ
づ
き
に
け
り
」
）

『古
今
六
帖
』
第

一
・
五
〇
六
、
題

・
作
者

「
（し
ぐ
れ
　
五
首
つ
ら

ゆ
き
）
」
、
四
句

「も
み
ぢ
あ
ま
ね
く
」

【付
】
秋
の
歌
が
こ
の
１０
番
歌
か
ら
七
題
十
二
首
続
く
。
後
に
続
く
歌
の

内
容
か
ら
考
え
る
と
、

「山
」
と

「水
」
は
別
個
の
題
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
が
、
書
Ａ

・
書
Ｂ
は

「山
河
」
、
西
本
は

「山
川
」
と

一
題
に

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
静
本
は

「山
風
」
と
あ
っ
て
、
歌
の
内
容
と

一
致
し

な
い
。
よ
っ
て
部
類
分
を
記
す
本
の
中
で
は
底
本
と
歌
仙
本
が
最
も
整

っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

１０
番
歌
は
、

「鬱
柑
詣
耐
　
篤
離
察
ど
　
卦
一露
雌
　
恭
着
ァ應
夕

色
陥

ホ
家
里
」

（
『万
葉
集
』
巻
八

・
秋
雑

。
一
五
五
七

。
大
伴
稲
公
）
の
影

響
を
受
け
、　
一
方

「
は
つ
時
雨
ふ
る
ほ
ど
も
な
く
し
も
と
ゆ
ふ
か
づ
ら
き

山
は
色
づ
き
に
け
り
」

（
『千
載
集
』
巻
五

・
秋
下

。
二
五
三

・
覚
性
法

親
王
）
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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‐２
番
は
定
家
本
で
は
欠
け
て
い
る
の
で
、
書
陵
部
Ａ
本
を
底
本
と
す
る
。

【修
辞
】

「
つ
ゆ
」
と

「た
ま
」
、

「
ぬ
く
」
と

「か
く
」
は
縁
語
。

【通
釈
】
秋
の
野
に
露
が
置
い
て
い
る
と
こ
ろ

秋
の
野
に
置
く
こ
の
美
し
い
白
露
が
、
も
し
い
つ
ま
で
も
消
え
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
玉
と
し
て
糸
を
通
し
て
か
け
て
見
る
の
に
な
あ
。

【他
集
】

『後
撰
集
』
巻
六

・
秋
中

・
〓
〓
一
一、
詞
書

。
作
者

「
（題

し
ら
ず
　
よ
み
人
も
）
」

【付
】
こ
の
歌
は
群
本
で
は
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
。
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【通
釈
】
平
凡
に
置
い
て
い
る
自
露
も
、
今
後
は
よ
く
気
を
つ
け
て
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
な
あ
。

【他
集
】

『後
撰
集
』
巻
六

・
秋
中

。
二
九

一
、
詞
書

・
作
者

「
（題
し

ら
ず
　
よ
み
人
も
）
」

【付
】
独
立
し
た

一
首
と
し
て
み
た
場
合
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か

と
は
言
い
難
い
。

『後
撰
集
』
二
荒
画
本

。
片
仮
名
本

。
承
保
本

。
正
徹

本
な
ど
で
は
詞
書

「か
へ
し
」
と
あ
り
、

「題
し
ら
ず
　
秋
の
夜
を
い
た

づ
ら
に
の
み
お
き
あ
か
す
露
は
わ
が
身
の
う
へ
に
ぞ
有
り
け
る
」

（二
九

〇
鼻
配
人
不
知
）
へ
の
返
歌
と
さ
れ
て
お
り
、

『後
撰
集
』
諸
注
釈
書
は
、

そ
れ
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
解
釈
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
そ
れ
を
ふ
ま
え

て
の
解
釈
を
示
せ
ば
、

【通
釈
】
に
示
し
た
訳
に

「通
り
一
ぺ
ん
の
い
い

か
げ
ん
な
気
持
ち
で
起
き
て
い
る
人
に
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
」
の
意
味

が
加
わ
る
。
そ
の
場
合
は
、
自
露
を

「置
く
」
に

「起
く
」
を
か
け
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

「
つ
れ
も
な
き
人
を
や
ね
た
く
し
ら
つ
ゆ
の
お
く
と
は

な
げ
き
ぬ
と
は
じ
の
ば
む
」

（
『古
今
集
』
巻
十

一
。
恋

一
。
四
八
六

。

読
人
不
知

）
他
類
例
多
数
。
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【修
辞
】

「お
ぐ
ら
」
は

「小
暗
し
」
と
い
う
意
と
地
名
の

「小
倉
山
」

と
の
掛
詞
。

【通
釈
】
秋
の
山
を
望
む
　
大
井
川
行
幸
に

秋
の
山
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
草
木
が
す
べ
て
色
は
鮮
や
か
な
の
に
、
誰
が

小
倉
の
山
を
暗
い
山
と
名
付
け
た
の
だ
ろ
う
。

【他
集
】

『続
後
拾
遺
集
』
巻
五

・
秋
下

。
三
八
六
、
詞
書

・
作
者

コ
亭

子
院
に
し
か
は
に
お
は
し
ま
し
け
る
日
、
望
秋
山
と
い
ふ
事
を
題
に
て
よ

み
侍
り
け
る
　

（坂
上
是
則
）
」
、
結
句

「
い
ふ
ら
む
」
　

『秋
風
和
歌

集
』
秋
上

。
四
二
三
、
詞
書

・
作
者

「延
喜
七
年
亭
子
院
大
井
に
お
は
じ

ま
し
て
侍
り
け
る
に
、
望
秋
山
と
い
ふ
こ
と
を
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
　
是

則
」
、
結
句

「
い
ふ
ら
む
」

【付
】
大
井
川
行
幸
は
九
つ
の
漢
詩
題
に
従

っ
て
、
貫
之
、
嘱
恒
、
頼
基
、

是
則
、
忠
琴
、
伊
衡
の
六
人
に
よ
っ
て
同
題
和
歌
が
詠
ま
れ
た
。
九
つ
の

題
は

『窮
恒
集
』
Ⅳ
に
よ
れ
ば
、
秋
水
に
浮
か
べ
り

。
秋
山
に
望
む

。
紅

葉
落
つ
。
黄
菊
残
れ
り

。
鶴
州
に
立
て
り

。
旅
の
雁
行
く

。
鴎
馴
れ
た
り

。
猿
峡
に
鳴
く

。
江
の
松
老
い
た
り
と
な
る
。
当
時
の
和
歌
は
、

『古
今

集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
六
首
、
窮
恒
、
是
則
、
頼
基
、
忠
琴
の
家
集
に
そ

れ
ぞ
れ
残
存
し
て
い
る
。
な
お
、

『
日
本
紀
略
』
延
喜
七
年
九
月
十
日
の

条
は

「法
皇
召
二
文
人
一
。
賦
二
眺
望
九
詠
之
詩
一
」
と
賦
詩
の
こ
と
の

み
を
記
す
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
詩
は
ほ
と
ん
ど
散
逸
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
ｏ
し
か
し
、

『書
苑
』
十
巻
九
号

（
一
九
二
〇
年

二
月
）
に
図
版
と
し
て
収
載
さ
れ
た

「東
京
郷
男
爵
家
蔵
」
の

「藤
原
行

成
卿
筆
詩
懐
紙
」
な
る

一
葉
に
載
る
四
首
の
漢
詩
が
大
井
川
行
幸
の
漢
詩

で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ

っ
た

（後
藤
昭
雄

「漢
詩
文
と
和
歌
―
延
喜
七
年

大
井
河
御
幸
詩
に
つ
い
て
―
」

製
調
集
　
和
歌
と
は
何
か
』
所
収
　
笠
間

書
院
・

一
九
八
四
）
。
な
お
、
詳
し
く
は

「補
注
」
参
照
。

-26-

web公開に際し、翻刻は省略しました



-27-

w
eb

公
開
に
際
し
︑

翻
刻
は
省
略
し
ま
し
た



【通
釈
】
秋
、
水
に
浮
か
ぶ
　
大
井
川
の
行
幸

ど
ち
ら
が
と
ま
る
場
所
な
の
だ
ろ
う
か
。
山
風
が
散
ら
せ
た
紅
葉
の
せ
い

で
、
船
路
に
迷

っ
て
し
ま

っ
た
。

【修
辞
】

「と
ま
り
」
と

「
ふ
な
ぢ
」
、

「山
風
」
と

「
は
ら
ふ
」

〓
い。【付

】
大
井
川
行
幸
時
の
同
題
和
歌
に
つ
い
て
は

「補
注
」
参
照
。

、
は
縁
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【要

】
奨

峰
が
高
い
の
で
、
出
か
け
て
行

っ
て
、
や
っ
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
紅
葉

の
葉
を
、
今
日
は
動
か
な
い
ま
ま
で
も
、
髪
に
挿
し
て
身
近
に
観
賞
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
よ
。

【他
集
】

『後
撰
集
』
巻
十
八

・
雑
四

。
一
三
〇
二
、
詞
書

・
作
者

「お

な
じ
心
を
　
坂
上
是
則
」

【付
】
大
井
川
行
幸
時
の
漢
詩
に
つ
い
て
は

「補
注
」
参
照
。
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【通
釈
】
秋
の
歌
と
し
て
詠
む

佐
保
山
の
は
は
そ
の
本
の
紅
葉
の
色
は
薄
い
け
れ
ど
、
秋
は
深
く
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
よ
。

【他
集
】

『古
今
集
』
巻
五

・
拡
卜

二

〓
ハ
七
、
詞
書

・
作
者

「秋
の
う

た
と
て
よ
め
る
　
坂
上
是
則
」
、
二
句

「
は
は
そ
の
色
は
」
　

『左
兵
衛

佐
定
文
歌
合
』
　

一
六
、
作
者

「是
則
」
　

『古
今
六
帖
』
第

一
。
な
が

月

。
一
八
二
、
作
者

「
こ
れ
の
り
」
、
二
句

「
は
は
そ
の
色
は
」

『古
今

六
帖
』
第
六

。
は
は
そ

。
四
０
九
四
、
作
者

「
こ
れ
の
り
」
三
句

「
は
は

そ
の
色
は
」

【付
】

『左
兵
衛
佐
定
文
歌
合
』
は
延
喜
五
年
四
月
二
八
日
に
主
催
さ
れ

た
撰
歌
合
。
四
季
、
恋
の
十
二
題
二
十
番
で
勝
負
付
が
あ
る
。
左
方
に
は
、

壬
生
忠
琴
、
在
原
元
方
、
平
定
文
の
歌
が
採
ら
れ
、
右
方
に
は
、
坂
上
是

則
、
紀
貫
之
、
凡
河
内
窮
恒
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
合
か
ら
、

同
年
奏
覧
の

『古
今
集
』
歌
に
六
首
入
集
し
、

『拾
遺
集
』
な
ど
後
続
の

勅
撰
集
に
も
多
く
入
集
し
て
い
る
。
是
則
の
歌
は
、

「暮
秋
」
と
い
う
題

で
、

「あ
き
や
ま
は
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
な
り
に
け
り
い
く
し
ほ
し
ぐ
れ
ふ

り
て
そ
め
け
む
」

（読
人
不
知
）
と
い
う
左
方
の
歌
に
勝

っ
て
い
る
。
な

お
、

「解
題
」
の
項
も
参
照
。
ま
た
、
は
は
そ
の
紅
葉
は
色
が
う
す
い
の

に
、
秋
は
深
ま
っ
て
い
く
と
い
う

「
う
す
い
」
と

「
ふ
か
い
」
の
対
照
的

な
表
現
は
こ
の
歌
の
面
白
い
趣
向
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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【通
釈
】
紅
葉
散
る
　
大
井
川
の
行
幸

紅
葉
し
た
葉
が
落
ち
て
流
れ
て
い
る
大
井
川
、
そ
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
瀬

に
寄
る
自
波
よ
、

（紅
葉
の
葉
を
流
し
て
し
ま
う
の
な
ら
ば
）
せ
め
て
水

に
映
る
影
だ
け
で
も
と
ど
め
て
ほ
し
い
。

【他
集
】

『続
後
撰
集
』
巻
八

・
冬

。
四
七
二
、
詞
書

・
作
者

「延
喜
七

年
大
井
河
に
行
幸
時
　
坂
上
是
則
」
、
四
句

「せ
ぜ
の
し
が
ら
み
」

【付
】
こ
の
歌
は
、
本
か
ら
落
ち
る
、
川
に
流
れ
て
い
く
と
い
う
紅
葉
の

二
つ
の
姿
の
美
し
さ
を
同
時
に
詠
み
込
ん
だ
歌
で
あ
る
。
主
題
は
川
に
流

れ
て
い
く
紅
葉
の
美
し
き
に
あ
る
の
だ
が
、
流
れ
る
姿
そ
の
も
の
で
は
な

く
水
面
に
映
る
影
を
詠
む
こ
と
で
、
そ
の
姿
の
美
し
さ
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
て
い
る
。

こ
れ
は
大
井
川
行
幸
の
時
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
同
じ
題
で
詠
ま
れ
た

歌

・
漢
詩
に
つ
い
て
は

「補
注
」
参
照
。
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【通
釈
】
も
し
紅
葉
の
葉
が
流
れ
な
い
な
ら
ば
、
竜
田
川
の
水
に
秋
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
だ
れ
が
知
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
だ
れ
も
知
ら
な
い
だ
ろ

，４ノ。【他
集
】

『古
今
集
』
巻
五

・
秋
下

・
三
〇
二
、
詞
書

・
作
者

「
た
つ
た

河
の
ほ
と
り
に
て
よ
め
る
　
坂
上
こ
れ
の
り
」
　

『古
今
六
帖
』
第
六

・

四
〇
八
八
、
作
者

「
こ
れ
の
り
」

【付
】
こ
の
歌
は
竜
田
川
に
紅
葉
が
流
れ
る
こ
と
で
、
季
節
に
よ
っ
て
変

化
の
な
い
は
ず
の
水
に
も
秋
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
は

【語
釈
】
の

「た
つ
た
が
は
」
の
項
で
あ
げ

た

『古
今
集
』
二
八
四
番
歌
の

「竜
田
川
に
紅
葉
が
流
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
三
室
山
に
墜
雨
が
降
る
ら
し
い
」
と
推
測
し
て
い
る
も
の
と
類
似
し
て

お
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、

「水
の
秋
」
と
い
う
表
現
は
後
続
の
歌
人
た
ち
に
影
響
を
与
え
、

さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
影
響
の
著
し
い
も
の
に

「竜
田
川
水
の
秋

を
や
い
そ
ぐ
ら
ん
も
み
ぢ
を
さ
そ
ふ
峰
の
嵐
に
」

（
『続
千
載
集
』
巻
五

・
秋
下

・
五
八
三

・
藤
原
弓
十
）
、

「か
ら
に
し
き
た
つ
た
の
河
の
紅
葉

ば
に
水
の
秋
こ
そ
猶
の
こ
り
け
れ
」

（
『続
千
載
集
』
巻
六

。
冬

・
六

一

二

・
藤
原
公
雄
）
」
な
ど
が
あ
る
。

-33-

w
eb

公
開
に
際
し
︑

翻
刻
は
省
略
し
ま
し
た



-34-

web公開に際し、翻刻は省略しました



【修
辞
】

「
き
く
」
は

「菊
」
と

「聞
く
」
と
の
掛
詞
。

【通
釈
】
菊
の
花
が
残

っ
て
い
る
　
大
井
川
の
行
幸

水
に
映

っ
た
影
で
き
え
も
今
は
も
う
色
が
変
わ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
け
れ

ど
も
、
そ
の
菊
の
花
が
変
色
す
る
の
は
川
浪
の
底
に
も
霜
が
置
い
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

【他
集
】

『新
古
今
集
』
巻
六

。
冬

・
六
二
二
、
詞
書

・
作
者

「
お
な
じ

御
時
、
大
井
河
に
行
幸
侍
り
け
る
日
　
坂
上
是
則
」

【付
】
こ
の
歌
は
、
霜
に
よ
っ
て
変
色
し
た
菊
の
花
が
水
に
映

っ
て
い
る

の
を
、
水
底
に
も
霜
が
置
い
た
せ
い
で
変
色
し
て
し
ま
っ
た
と
し
、
見
え

な
い
波
の
底
を
思
い
や
っ
て
詠
ん
だ
機
知
の
歌
で
あ
る
。
発
想
の
類
似
し

た
歌
と
し
て

【語
釈
】
に
あ
げ
た
も
の
の
ほ
か

「山
が
は
の
月
の
う
つ
れ

る
を
み
は
べ
り
て
　
秋
の
つ
き
な
み
の
そ
こ
に
ぞ
い
り
に
け
る
ま
つ
ら
む

や
ま
の
か
ひ
や
な
か
ら
む
」

（
『能
宣
集
』
Ｉ

。
四
九
）
、

「
ふ
ぢ
の
は

な
に
ほ
ふ
な
ぎ
さ
に
こ
ぎ
よ
ら
ば
な
み
の
そ
こ
な
る
か
げ
や
ち
り
な
む
」

（
『元
輔
集
』
Ⅲ
・
七
八
）
な
ど
が
あ
る
。

大
井
川
行
幸
の
時
に
同
じ
題
で
詠
ま
れ
た
歌

・
漢
詩
に
つ
い
て
は

「補

注
」
参
照
。

な
お
、

「大
井
河
行
幸
、
き
く
の
花
き
し
に
の
こ
り
て
そ
ら
な
る
ほ
し

か
と
お
ど
ろ
か
れ
　
き
じ
ち
か
く
ま
れ
に
の
こ
れ
る
菊
の
花
あ
ま
の
か
は

せ
の
心
ち
す
ら
し
も
」

（
『夫
木
抄
』
巻
十
四

・
秋
五

・
五
八
七
九

・
花

山
院
）
は
こ
の
大
井
川
行
幸
を
意
識
し
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
ろ
う
。

-35-

w
eb

公
開
に
際
し
︑

翻
刻
は
省
略
し
ま
し
た



【通
釈
】
旅
の
雁

大
井
川
の
行
幸

何
千
里
あ
る
道
な
の
だ
ろ
う
か
、
雲
居
は
る
か
な
旅
を
す
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、
秋
ご
と
に
雁
が
鳴
き
な
が
ら
告
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

【他
集
】

コ
和
拾
道
集
』
巻
五

・
秋
下

。
四
九
六
、
詞
書

・
作
者

「題
し

ら
ず
　
坂
上
是
則
」
、
四
句

「雲
井
の
旅
と
」
、
結
句

「な
く
ら
ん
」

【付
】

『新
後
拾
遺
集
』
の

「
い
く
千
里
程
は
雲
ゐ
の
秋
ご
と
に
都
を
旅

と
雁
の
き
ぬ
ら
む
」

（巻
四

・
秋
上

。
三
二
六

・
坂
上
是
則
）
は
こ
の
歌

の
里
歪
蛭
歌
。

大
井
川
行
幸
の
時
同
じ
題
で
詠
ま
れ
た
歌
に
つ
い
て
は

「補
注
」
参
照
。

な
お
、

「大
井
川
行
幸
に
、
旅
雁
雲
に
ま
が
ひ
て
た
ま
づ
さ
と
み
ゆ

大
ぞ
ら
に
う
ち
む
れ
て
と
ぶ
か
り
が
ね
は
み
ど
り
の
か
み
の
ふ
み
か
と
ぞ
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み
る
」

（
『夫
木
抄
』
巻
十
二

・
秋
三

・
四
九
二
七

・
花
山
院
）
は
こ
の

大
井
川
行
幸
を
意
識
し
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
ろ
う
。
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【修
辞
】

「
か
り
て
ほ
す
山
だ
の
い
ね
の
」
は

「
こ
き
た
る
」
を
導
く
序

詞
。

「
こ
き
た
れ
て
」
は

「
こ
き
こ
ぼ
れ
て
」
と

「
（一涙
が
）
ぽ
ろ
ぽ
ろ

と
し
き
り
に
流
れ
て
」
の
意
を
掛
け
る
。

「わ
た
れ
」
は

「し
き
り
と
」

と

「渡
る
」
の
掛
詞
。

【通
釈
】
刈

っ
て
干
す
山
田
の
稲
が
し
ご
き
こ
ば
れ
て
実
が
落
ち
る
よ
う

に
、
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
涙
を
流
し
続
け
て
雁
が
し
き
り
に
鳴
い
て
空
を
渡

っ
て

い
く
こ
と
だ
、
秋
が
つ
ら
い
の
で
。

【他
集
】

『古
今
集
』
巻
十
七

・
雑
上

。
九
三
二
、
詞
書

。
作
者

「屏
風

の
ゑ
に
よ
み
あ
は
せ
て
か
き
け
る
　
坂
上
こ
れ
の
り
」
　

『古
今
六
帖
』

第
二

・
九
六
六
、
山
だ
、
四
句

「
ね
を
こ
そ
な
か
め
」
、
結
句

「人
は
う

ら
み
じ
」

【付
】

【他
集
】
で
あ
げ
た
よ
う
に
、
こ
の
歌
は

『古
今
集
』
に
入
集
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を

『古
今
集
』
所
収
歌
と
し
て
解
釈
す
る
場
合
、

「な

く
」
主
体
に
つ
い
て
は
次
の
三
説
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
旬
の

「か
り
」

に

「雁
」
が
詠
み
込
ま
れ
、

「な
く
」
に
は

「鳴
く
」
と

「泣
く
」
が
掛

け
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
雁
は
鳴
き
な
が
ら
空
を
渡

っ
て
い
き
、
自
分
は

泣
い
て
日
を
送
る
と
す
る
説

（
『金
子
評
釈
』
、

『大
系
』
、

『集
成
』
）

と
、

「か
り
」
に
は

「刈
り
」
の
意
味
し
か
な
い
と
み
て
、
自
分
が
泣
い

て
い
る
と
す
る
説

（
『竹
岡
全
評
釈
』
）
、
こ
の
歌
の
主
題
は
初
旬
に
詠

み
込
ま
れ
て
い
る

「雁
」
で
、
雁
が
鳴
い
て
空
を
渡

っ
て
い
く
と
す
る
説

（
『全
集
』
、

『新
大
系
』
）
で
あ
る
。
こ
の
歌
は

『古
今
集
』
所
収
歌

の
詞
書
に
よ
れ
ば
屏
風
歌
で
あ
る
。
そ
の
絵
柄
に
つ
い
て
は

『金
子
評
釈
』

で
は

「刈
り
ほ
し
た
稲
塚
が
あ
つ
て
、
賤
の
夫
が
稲
を
こ
き
お
ろ
す
と
こ

ろ
で
、
空
に
は
雁
が
列
を
成
し
て
、
鳴
き
渡
る
さ
ま
で
あ
つ
た
ら
う
」
と

推
測
し
、

『集
成
』
で
は

「晩
秋
の
田
園
風
景
と
想
像
さ
れ
る
。
雁
が
空

を
わ
た
り
、
家
々
で
は
稲
こ
き
が
始
ま
っ
て
い
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。

ま
た

『竹
岡
全
評
釈
』
で
は

「山
田
の
稲
刈

・
稲
こ
き
の
わ
び
し
い
光
景

の
絵
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
そ
の
上
で
こ
の
歌
は
屏
風
の
絵
の
光
景
ま
た
は

そ
の
ム
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、
作
者
自
身
の
述
懐
を
詠
ん
だ
も
の
と
説
明
し

て
い
る
。
こ
の
歌
を

『古
今
集
』
歌
と
し
て
見
る
場
合
は
、
屏
風
歌
と
考

え
る
べ
き
で
あ
り
、
先
に
あ
げ
た
種
々
の
解
釈
が
成
り
立
つ
。
し
か
し

『是
則
集
』
中
の
歌
と
し
て
解
釈
す
る
場
合
、
詞
書
を
持
た
な
い
と
こ
ろ

か
ら
、
実
景
を
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
屏
風
の
絵
を
問
題
に
す
る
必

要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

「雁
」
の
部
に
部
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
こ
の
歌
の
主
題
は
雁
で
あ
り
、

「な
く
」
主
体
は

「雁
」
だ

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。　
呈
覇
咎

の
項
で
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

「な
く
」
主
体
を

「雁
」
と
し
て
解
釈
し
た
。

【語
釈
】
の
項
に
あ
げ
た
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

「山
だ
の
い
ね
」
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は
稲
刈
の
屏
風
の
歌
の
中
で
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
同
じ
く

「あ
き
じ
う
け
れ
ば
」
の
項
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、

こ
の
歌
は
発
想
の
上
で
も
表
現
の
上
で
も
古
今
集
時
代
の
類
型
的
な
歌
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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【通
釈
】
冬壺

ヨ

氷

大
和
の
国
へ
下

っ
た
時
に
雪
が
降

っ
た
の
を
み
て
詠
ん
だ
歌

夜
が
ほ
の
か
に
明
け
て
き
た
頃
、
有
明
の
月
が
辺
り
を
照
ら
し
て
い
る
の

か
と
見
ま
が
う
ほ
ど
に
、
吉
野
の
里
に
降

っ
て
い
る
白
雪
で
あ
る
よ
。

【他
集
】

『古
今
集
』
巻
六

。
冬

・
三
三
二
、
詞
書

・
作
者

「
や
ま
と
の

く
に
に
ま
か
れ
り
け
る
時
に
、
ゆ
き
の
ふ
り
け
る
を
見
て
よ
め
る
　
坂
上

こ
れ
の
り
」
、
　

三
句

「
み
ゆ
る
ま
で
」

（毘
沙
門
堂
註
本
）
、
四
句

「よ
し
の
の
や
ま
に
」

（筋
切

上
不
本
本
・
基
俊
本

・
為
相
本

。
雅
俗
山

荘
本
）

『古
今
六
帖
』
第

一
。
ゆ
き

。
七
三

一
、
四
句

「
よ
し
の
の
山
に
」

『百
人

一
首
』
三

一
　

『俊
成
二
十
六
人
歌
合
』
八
六
　
『近
代
秀
歌
』

五
四
　
『詠
歌
大
概
』
六
三
　
そ
の
他
。

【付
】
こ
の
歌
は

「
よ
し
の
の
さ
と
」

。
「
よ
し
の
の
や
ま
」
の
異
同
に

関
わ
ら
ず
、
吉
野
で
の
詠
作
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
詞
書
に
い
う

「山
と

の
く
に
」
は
す
な
わ
ち
吉
野
を
指
し
て
い
よ
う
。
次
の
２３
歌
は
詞
書
か
ら

も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

「な
ら
の
京
」
で
吉
野
の
雪
に
思
い
を
致
し
て
い
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る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
詠
作
の
場
を
異
に
す
る
。
強
い
て
連
作
と
考
え
る

必
要
も
な
か
ろ
う
。

『窪
田
評
釈
』
は

『古
今
餘
材
抄
』
を
引
き
な
が
ら
、

『是
則
集
』
に
お
け
る
連
作
の
可
能
性
を
探
ろ
う
と
し
、

「思
ふ
に
、
撰

集
の
際
、

『吉
野
の
里
に
』
の
し
め
や
か
さ
に
心
引
か
れ
て
、
撰
者
が
加

筆
し
、
言
書
を
も
改
め
た
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
の
は
、

『是
則
集
』

。
『古
今
集
』
各
伝
本
の
本
文
異
同
か
ら
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
さ

ら
に
続
け
て
、

「
こ
の
例
は
少
な
く
な
い
や
う
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ
う
は
い
え
な
い
事
を

【語
釈
】
の
項
で

ふ
れ
た
。

ま
た
、
歌
語
と
し
て
の

「あ
り
あ
け
の
月
」
に
関
し
て
は
、
細
田
恵
子

「八
代
集
の
あ
り
あ
け
の
イ
メ
ー
ジ
」

（
『文
学
史
研
究
』
第
十
五
号

一
九
七
四

・
七
）
に
詳
し
い
。
た
だ
し
、
是
則
歌
を
引
き
な
が
ら
、

「古

今
集
で
は
、

『冬
の
あ
り
あ
け
月
』
を
直
接
に
美
的
対
象
と
し
て
把
握
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
の
は
趣
旨
は
理
解
で

き
る
も
の
の
、
む
し
ろ
、
吉
野
の
里

（山
）
と
い
う
場
に
お
け
る
、
有
明

の
月
の
光
に
よ
る
美
と
初
冬
に
降

っ
た
真
白
な
雪
の
美
と
の
二
重
の
イ
メ

ー
ジ
を

一
首
の
中
に
描
き
切

っ
た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る

「見
立
て
」
の
技
法
に
関
し
て
は
、
片
桐
洋

一
「
『見
立
て
』

と
そ
の
時
代
―
古
今
集
表
現
史
の

一
章
と
し
て
―
」

（
『論
集
　
和
歌
と

レ
ト
リ
ッ
ク
』
所
収
　
笠
間
書
院
　
一
九
八
六
）
に
詳
し
く
、
和
歌
の

「見
立
て
」
の
発
生
を
漢
詩
の
表
現
の
影
響
と
認
め
、
さ
ら
に

「～
と
見

る
」
の
よ
う
な
形
を

「見
立
て
」
の
基
本
形
と
し
て
、

「
こ
の
よ
う
な
形

の
見
立
て
の
歌
は
、
今
ま
で
漢
詩
の
み
が
担

っ
て
い
た
晴
の
文
芸
と
し
て

の
役
割
を
和
歌
が
分
担
し
よ
う
と
し
た
宇
多
朝
歌
壇
に
お
い
て
爆
発
的
に

流
行
し
た
」
と
説
い
て
い
る
。

な
お
、

『古
今
和
歌
集
目
録
』
に
よ
る
と
、
是
則
は
延
喜
八
年
正
月
に

大
和
権
少
像

（
コ
二
十
六
人
歌
仙
伝
』
は

「大
和
嫁
」
）
、
同
年
八
月
に

大
和
権
像

（
『
二
十
六
人
歌
仙
伝
』
は

「大
和
大
嫁
」
）
に
任
ぜ
ら
れ
て

い
る
。
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【通
釈
】
奈
良
の
京
に
下
っ
て
宿
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
詠
ん
だ
歌

吉
野
の
山
の
白
雪
が
ど
う
も
降
り
積
も
っ
て
い
る
ら
し
い
、
こ
の
な
ら
の

古
い
京
も
次
第
に
寒
さ
が
募
っ
て
き
た
か
ら
な
あ
。

【他
集
】

『古
今
集
』
巻
六

・
冬

・
三
二
五
、
詞
書

・
作
者

「な
ら
の
京

に
ま
か
れ
り
け
る
時
に
や
ど
れ
り
け
る
所
に
て
よ
め
る
　
坂
上
こ
れ
の
り
」

『古
今
六
帖
』
第

一
。
三
二
九
、
作
者

「
こ
れ
の
り
」
　

『金
玉
集
』

冬

・
三
八
、
作
者

「坂
上
こ
れ
の
り
」
　

『和
漢
朗
詠
集
』
巻
上

。
冬

・

雪

。
三
八
二
、
作
者

「是
則
」
　

『寛
平
御
時
中
宮
歌
合
』

（
『
層
宮
胤

子
歌
合
』
）
二
五
、
題

・
作
者

「冬
　
坂
上
是
則
」
　

『左
兵
衛
佐
定
文

歌
合
』
二
〇
、
題

・
作
者

「晩
冬
　
是
則
」

【付
】
清
輔

『古
今
集
勘
物

・
書
入
』
に
は

「此
歌
、
定
文
家
歌
合
歌
也
」

と
あ
る
。

『左
兵
衛
佐
定
文
歌
合
』
に
つ
い
て
は
１６
番
歌
の

【付
】
参
照
。

『寛
平
御
時
中
宮
歌
合
』
は
、

『后
宮
胤
子
歌
合
』

。
『寛
平
御
時
后

宮
歌
合
』
と
も
。　
コ
ロ巻
本
歌
合
目
録
』
に
よ
る
と
、
宇
多
帝
の
女
御
、

藤
原
胤
子
の
主
催
に
な
り
、
墓
半
八
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
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【修
辞
】

「
と
ぢ
」
は

「水
が
凍
る
」
の
意
と
、　
コ
丞
白
を
閉
じ
る
」
の

ユ思
の
掛
「
『

【通
釈
】
氷

冬
あ
歌

冬
の
池
の
表
面
は
水
が
凍

っ
て
氷
で
閉
じ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
月
が

水
底
に
み
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

【他
集
】

『拾
遺
集
』
巻
四

。
冬

。
二
四

一
、
詞
書

・
作
者

「題
し
ら
ず

よ
み
人
し
ら
ず
」
　

一二
句

「と
ぢ
ら
れ
て
」
、
結
句

「
そ
こ
に
い
る
ら

な
お
、
是
則
集
底
本
の
本
文
は

『拾
遺
抄
』
と
の
み

一
致
す
る
。

ん
」
　

『拾
遺
抄
』
巻
四

。
冬

。
一
五
三
、
詞
書

・
作
者

「題
不
知
　
読

人
不
知
」
　

『新
撰
万
葉
集
』
下

。
四
二
六
　
一二
句

「開
鶴
緒
」
、
結
句

「底
丹
入
兼
」
　

『古
今
六
帖
』
第

一
。
三

一
五
、
詞
書

「
ふ
ゆ
の
月
」

結
句

「空
に
い
る
ら
ん
」
　

『寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』

一
三
七
、
題

・

作
者

「冬
　
是
則
」
　

一
一、
三
句

「
こ
ほ
り
て
と
ぢ
た
る
を
」
、
結
句

「
そ
こ
に
す
む
ら
ん
」

【付
】
冬
の
池
が
詠
ま
れ
る
場
合
、

「冬
の
池
に
す
む
に
ほ
ど
り
の
つ
れ

も
な
く
氷
の
下
を
わ
れ
は
か
よ
は
ん
」

（
『古
今
六
帖
』
第

一
。
こ
ほ
り

。
七
七
三
）
や
、

「
た
だ
の
こ
ひ
　
し
も
こ
ほ
り
こ
こ
ろ
も
と
け
ぬ
冬
の

い
け
に
よ
ふ
け
て
ぞ
鳴
く
を
し
の
ひ
と
声
」

（
『元
真
集
』

。
一
六
四
、

後
に

『新
古
今
集
』
巻
十

一
。
恋

一
。
一
〇
五
九
に
入
集
）
の
よ
う
に
凍

り
つ
い
た
水
面
を
詠
み
込
み
恋
歌
と
な
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
そ

れ
ら
と
は
趣
き
を
異
に
し
、
軽
い
戯
れ
を
も
含
ん
だ
機
知
を
感
じ
さ
せ
る

歌
と
な
っ
て
い
る
。
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【修
辞
】

「き
て
」
は

「来
て
」
と

「着
て
」
と
の
掛
詞
。

【通
釈
】
祝

苔

巌

わ
が
君
の
御
代
は
、
天
の
羽
衣
を
着
た
天
人
が
ま
れ
に
や
っ
て
来
て
、
そ

の
羽
衣
で
撫
で
て
も
尽
き
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
巌
の
よ
う
に
永
遠
で
あ

っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

【他
集
】

『拾
遺
集
』
巻
五

・
賀

。
二
九
九
、
詞
書

・
作
者

「題
し
ら
ず

よ
み
入
し
ら
ず
」
　

『拾
遺
抄
』
巻
五

・
賀

。
一
九
二
、
詞
書

・
作
者

「題
不
知
　
読
人
不
知
」
　

『天
徳
四
年
内
裏
歌
合
』
に

「
そ
の
左
の
う
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た
の
す
は
ま
の
お
ほ
ひ
に
、

と
し
て
載
る
。

あ
し
で
を
ぬ
ひ
も
の
に
し
た
る
歌
」

（四
四
）

【付
】
群
本
を
除
く
諸
本
は
、

「
い
は
ほ
」
の
前
に

「
こ
け
」
の
歌
が
配

さ
れ
る
こ
と
を
記
す
が
、
諸
本
に
み
あ
た
ら
な
い
。
歌
の
欠
脱
が
あ
る
か
。
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【通
釈
】
恋
部

知
ら
れ
な
い

（思
い
）

知
ら
れ
た

（思
い
）
　
逢
う
　
逢

っ

た
後

知
ら
れ
な
い

（思
い
）

海
の
底
に
潜

っ
て

（そ
の
深
さ
を
）
確
か
め
よ
う
、
あ
な
た
に
知
ら
れ
る

こ
と
も
な
く
私
が
あ
な
た
を
思
う
心
が
ど
ん
な
に
深
い
か
を
海
の
深
さ
と

比
べ
る
た
め
に
。

【他
集
】

『後
撰
集
』
巻
十

一
。
恋
三

・
七
四
五
、
詞
書

・
作
者

「題
し

ら
ず
　
こ
れ
の
り
」
　

一二
句

「君
が
た
め
」
　

『続
後
撰
集
』
異
本
歌

・

一
三
七
七
、
詞
書

・
作
者

「
（題
し
ら
ず
）
　

（よ
み
入
し
ら
ず
）
」

『古
今
六
帖
』
第
二

‥
つ
み

。
一
七
五

一
、
作
者

「
こ
れ
の
り
」
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【修
辞
】

「く
ら
ぶ
」
は

「暗
部
山
」
と

「比
ぶ
」
の
掛
詞
。

【通
釈
】
知
ら
れ
た

（思
い
）

私
の
思
い
に
比
べ
る
と
、
暗
部
山
の
桜
花
が
絶
え
間
な
く
次
々
と
散
る
と

し
て
も
、
そ
の
多
さ
は
、
私
の
恋
の
激
し
さ
に
ま
さ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

【他
集
】

『古
今
集
』
巻
十
二

・
恋
二

・
五
九
〇
、
詞
書

・
作
者

「題
し

ら
ず
　
坂
上
こ
れ
の
り
」
　

『古
今
六
帖
』
六

。
四
三
二
九
、
詞
書

・
作

者

「山
ざ
く
ら
　
こ
れ
ひ
ら
」

と
も
に
初
句

「
わ
が
こ
ひ
に
」

【付
】

『新
大
系
』
付
録
、

「派
生
歌

一
覧
」
で
は
、
藤
原
定
家
作

「思

ひ
つ
る
後
の
心
に
く
ら
ぶ
山
よ
そ
な
る
花
の
色
は
い
ろ
か
は
」

（
『拾
遺

愚
草
』
恋
二
十
五
首
寄
名
所
、　
一
三
全
３

を
指
摘
し
て
い
る
。
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【修
辞
】
第
二
句
ま
で
は

「し
げ
き
」
を
導
く
序
詞
．

【通
釈
】
牡
鹿
の
臥
し
て
い
る
夏
の
野
原
に
は
草
が
う
っ
そ
う
と
生
い
茂

っ
て
道
が
見
え
ず
、

（猟
師
も
）
迷

っ
て
し
ま
う
よ
う
に
、
恋
を
成
就
す

る
手
段
も
な
い
私
も
深
い
恋
に
迷
う
こ
の
頃
だ
な
あ
。
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【他
集
】

『新
古
今
集
』
巻
十

一
・
恋

一
。
一
〇
六
九
、
詞
書

・
作
者

「題
し
ら
ず
　
坂
上
是
則
」
　

『俊
成
二
十
六
人
歌
合
』
八
七

・
作
者

「坂
上
是
則
」
　

『時
代
不
同
歌
合
』

一
三
七

・
作
者

「坂
上
是
則
」

三
書
と
も
に
三
句

「み
ち
を
な
み
」
、
四
句

「し
げ
き
恋
ぢ
に
」

【付
】

「を
じ
か
ふ
す
は
る
の
の
く
さ
の
ふ
か
け
れ
ば
さ
つ
を
の
ゆ
み
ち

ほ
し
ば
か
り
み
ゆ
」

（
『山
家
五
番
歌
合
』

一
番
左

。
一
一
・
題

「野
草
」

。
源
顕
国
）
は
是
則
歌
に
発
想
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【修
辞
】
第
二
句
ま
で
は

「
は
れ
ず
」
を
導
く
序
詞
。

【通
釈
】
秋
の
山
に
朝
立
つ
霧
が
そ
の
峰
を
こ
め
て
し
ま
い
晴
れ
な
い
よ

う
に
、
私
の
心
も
晴
れ
な
い
の
は
、
恋
し
い
人
を
慕

っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ

-50-

w
eb

公
開
に
際
し
︑

翻
刻
は
省
略
し
ま
し
た



う
な
あ
。

【他
集
】

『
続
千
載
集
』
巻
十
四

。
恋
歌
四

。
一
四
二

一
、
詞
書

・
作
者

「題
不
知
　
坂
上
是
則
」

・初
旬

「秋
山
に
」
、
五
句

「お
も
ふ
こ
ろ
か

な
」

【修
辞
】
第
二
句
ま
で
は

「
み
だ
れ
て
」
を
導
く
序
詞
。

【通
釈
】
霜
枯
れ
の
浅
茅
の
根
元
の
刈
萱
が
乱
れ
て
い
る
よ
う
に
、
恋
に

心
も
乱
れ
て
物
思
う
頃
で
あ
る
よ
。

【他
集
】

『新
古
今
集
』
巻
四

・
秋
上

。
三
四
五
、
詞
書

・
作
者

「題
し

ら
ず
　
坂
上
是
則
」
、
初
旬

「
？
り
が
る
る
」
、
二
句

「浅
茅
が
は
ら
の
」
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【付
】

『新
古
今
集
』
で
は
、
こ
の
歌
が

「恋
」
で
は
な
く

「秋
」
上
部

に
分
類
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
窪
田
空
穂

冒
元
本
新
古
今
集
評
釈
』
で

は

「四
五
句
だ
け
を
見
れ
ば
、
晩
秋
の
哀
感
か
、
ま
た
恋
の
上
の
哀
感
か

の
差
別
の
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
久
保
田

淳

『新
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
で
は
、

「作
意
は
晩
秋
の
哀
感
で
あ
る
」

と
す
る
窪
田
の
言
を
引
用
し
、

「集
と
し
て
は
秋
上
で
あ
る
か
ら
、
晩
秋

の
歌
と
解
し
て
こ
こ
に
置
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
草
も
み
じ
は
木
々

の
も
み
じ
よ
り
早
く
、
ち
が
や
は
秋
に
な
る
と
ま
も
な
く

「
う
ら
枯
る
ゝ
」

と
い
う
状
態
に
な
る
と
考
，各
り
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
評
さ
れ
て

い
る
。
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【通
釈
】
枕
だ
け
が
浮
く
と
思

っ
て
い
た
涙
川
に
、
今
は
恋
の
思
い
に
堪

え
か
ね
て
こ
の
身
が
沈
ん
で
し
ま
う
の
だ
な
あ
。

【他
集
】

『
新
古
今
集
』
巻
十
五

・
恋
五

。
一
二
五
七
、
詞
書

・
作
者

「題
し
ら
ず
　
坂
上
是
則
」

３２
番
は
底
本
で
は
欠
け
て
い
る
の
で
、
書
陵
部
Ａ
本
を
底
本
と
す
る
。

【付
】
久
保
田
淳

『新
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
で
は
こ
の
歌
に
つ
い
て
、

「
こ
れ
も
ま
た
、
遊
び
の
要
素
の
強
い
恋
の
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

は
臣
下
の
歌
な
の
で
評
判
が
よ
く
な
い
。
本
集
に
誹
諧
歌
の
部
が
あ
れ
ば
、

当
然
そ
こ
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
歌
で
あ
ろ
う
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
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【通
釈
】
恋
し
て
い
る
と
は
、
心
が
く
れ
な
い
の
色
に
染
ま
り
、
涙
が
血

の
く
れ
な
い
の
色
に
変
わ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
目
に
見
せ
、
示
し
て
く
れ

る
の
だ
っ
た
な
あ
。

【他
集
】

『続
古
今
集
』
巻
十

一
。
恋

。
九
五
二
、
詞
書

・
作
者

「
（初

恋
の
こ
こ
ろ
を
）

坂
上
是
則
」
、
三
句

「
こ
ひ
ね
ど
も
」
　

『万
代
集
』

巻
九

・
恋

一
。
一
九
二
七
、
詞
書

・
作
者

「
（題
不
知
）

是
則
」
、
三

句

「
こ
ひ
ね
ど
も
」

【付
】
恋
の
想
い
を
涙
に
よ

っ
て
知

っ
た
、
と
い
う
歌
に
は
、

「見
し

夢
の
思
ひ
い
で
ら
る
る
よ
ひ
ご
と
に
い
は
ぬ
を
し
る
は
涙
な
り
け
り
」

（
『後
撰
集
』
巻
十
二

・
恋
四

・
八
二
五

・
伊
勢
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、

「し
の
ぶ
れ
ば
な
み
だ
ぞ
じ
る
き
く
れ
な
ゐ
に
も
の
お
も
ふ
そ
で
は
そ
む

べ
か
り
け
り
」

（
『金
葉
集
』
三
奏
本

・
巻
七

・
恋

。
四

一
二

・
源
道
済
）

は
、
こ
の
３２
番
歌
の
影
響
歌
か
。
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【修
辞
】

「
う
ら
み
」
は

「
う
み
」
の
縁
語
。
ま
た
、

「，？
り
み
」
は

「浦
見
」
と

「恨
み
」
の
掛
詞
。

【通
釈
】

（私
の
恋
は
、
片
思
い
の
涙
が
あ
ま
り
に
深
く
た
ま
っ
て
で
き

た
た
め
に
、
）
潜
っ
て
も
採
る
こ
と
の
で
き
な
い
涙
が
磯
の
飽
で
あ
る
か

ら
、
海
と
い
う
海
は
す
べ
て
浦
を
見
て
ま
わ
っ
て
恨
み
尽
く
し
た
。

【他
集
】

『古
今
六
帖
』
第
二
。
一
七
五
二
、
題

「
う
み
」
、
初
旬

「か

づ
き
出
で
ぬ
」
、
四
句

「う
み
て
ふ
う
み
は
」
、
結
句

「か
づ
き
つ
く
し

つ
」
　

『夫
木
抄
』
巻
二
六

。
雑
八

。
一
二
〇
五

一
、
詞
書

。
作
者

「題

不
知
奎
　
読
人
不
知
」
、
歌
句
は

『古
今
六
帖
』
に
同
じ

【付
】

「か
づ
き
え
ぬ
」
理
由
と
し
て
は
、
片
思
い
に
流
す
涙
が
あ
ま
り

に
多
く
、
深
い
海
と
な

っ
た
の
で
、
海
中
に
潜

っ
て
も
飽
を
採
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

【通
釈
】
で
も
そ
う
解
釈
し

た
。
し
か
し
、
片
思
い
の
涙
で
で
き
た

「一涙
が
磯
」
は
、
心
の
中
の
光
景

で
あ
り
、
実
在
の
場
所
で
な
い
た
め
に
潜
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
解
釈

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
下
旬
は
、
実
在
し
な
い

「涙
が
磯
」
に

潜
れ
な
い
た
め
に
、
本
当
の
海
ま
で
恨
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
機
知
を
含

ん
だ
歌
と
な
る
。
だ
が
、
あ
ま
り
に
機
知
に
傾
き
す
ぎ
て
い
る
の
で
こ
の

解
釈
は
と
ら
な
い
。

「か
づ
き
え
ぬ
」
を

「か
つ
き
え
ぬ
」
と
清
音
に
と
っ
た
場
合
、

「か

つ
」
は
相
反
す
る
動
作

・
作
用
が
並
列
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
副
詞

で
あ
る
。

「き
え
」
を

「消
ゆ
」
の
連
用
形
、

「
ぬ
」
を
完
了
の
助
動
詞

の
終
止
形
と
考
え
る
と
、
初
旬
切
れ
の
歌
と
な
り
、

「か
つ
き
え
ぬ
…
…

う
ら
み
つ
く
し
つ
」
と
終
止
形
が
重
な

っ
て
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、

「き
え
」
を

「消
ゆ
」
の
未
然
形
、

「
ぬ
」
を
打
消
の
助
動
詞
の
連
体
形

と
考
え
る
と
、

「
き
え
ぬ
」
は

「
涙
」
を
修
飾
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

「涙
」
が

「消
え
る
」
と
い
う
表
現
は
見
当
た
ら
ず
、
不
自
然
で
あ
る
。
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【修
辞
】

「よ
り
」
、

「あ
は
す
」
、

「緒
」
は

「か
た
い
と
」
の
縁
語
。

ま
た
、

「あ
ふ
」
は

「合
ふ
」
と

「逢
ふ
」
の
、

「
た
ま
の
を
」
は

「玉

の
緒
」
と

「生
命
」
の
掛
詞
．

【通
釈
】
片
系
を
、
こ
ち
ら
、
あ
ち
ら
に
よ
り
か
け
て
い
っ
て
、
そ
れ
で

も
も
し
合
わ
な
い
な
ら
ば
、
何
を
、
玉
を
貫
き
通
す
緒
に
し
よ
う
―
さ
ま

ざ
ま
に
思
い
を
か
け
、
心
を
砕
い
て
、
そ
れ
で
も
も
し
逢
え
な
い
な
ら
ば
、

何
を
魂
を
つ
な
い
で
お
く
命
の
緒
と
し
よ
う
。

【他
集
】

『古
今
集
』
巻
十

一
。
恋

一
。
四
八
三
、
詞
書

・
作
者

「題
不

知
　
読
入
し
ら
ず
」
　

『古
今
六
帖
』
第
五
、
三
二

一
〇

【付
】

「
く
り
か
へ
し
た
の
め
て
も
な
ほ
あ
ふ
こ
と
の
か
た
い
と
を
や
は

た
ま
の
を
に
せ
ん
」

（
『千
五
百
番
歌
合
』
恋
二

・
千
二
百
四
十
七
番

・

左

。
二
四
九
二

・
藤
原
良
経
）
の
判
に

「左
歌
、
か
た
い
と
を
こ
な
た
か

な
た
に
よ
り
か
け
て
あ
は
ず
は
な
に
を
た
ま
の
を
に
せ
ん
、
と
侍
る
歌
に

て
、
ひ
と
ふ
し
を
か
し
く
む
す
び
な
さ
れ
て
侍
る
欺
」

（判
者

・
顕
昭
）
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と
あ
る
。
こ
の
是
則
歌
は
古
来
有
名
で
あ
り
、
同
時
代
に
も

「逢
ふ
事
の

か
た
糸
ぞ
と
は
し
り
な
が
ら
玉
の
を
ば
か
り
何
に
よ
り
け
ん
」

（
『後
撰

集
』
巻
九

・
恋

一
・
五
五
〇

・
是
忠
親
王
）
等
の
類
歌
が
見
ら
れ
る
。
ま

、

た
、

「
か
た
い
と
」
の
語
は
、

例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、

れ
る
よ
う
に
な
る
。

『万
葉
集
』
に
三
例
、

『古
今
集
』
に
二

是
則
以
後
は
非
常
に
多
く
の
用
例
が
見
ら
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【修
辞
】

「
た
に
ふ
か
み
い
は
ま
を
た
ぎ
つ
山
が
は
の
」
は

「を
と
」
を

導
く
序
詞
。
ま
た
、

「を
と
」
は

「音
」
と

「う
わ
さ
」
の
掛
詞
。

【通
釈
】
谷
が
深
い
の
で
岩
と
岩
の
間
を
は
げ
し
い
勢
い
で
流
れ
て
い
る

山
川
の
音
で
は
な
い
が
、
あ
な
た
の
う
わ
さ
を
き
く
だ
け
で
恋
し
続
け
て

い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

【付
】
類
似
の
歌
と
し
て
、

「た
に
河
の
岩
ま
を
分
て
行
水
の
音
に
の
み

や
は
き
ヽ
わ
た
る
べ
き
」

（
『兼
盛
集
』
Ｉ
。
二
七
）
が
あ
る
。
ま
た
、

「噂
を
き
い
て
恋
し
く
思
う
」
と
い
う
意
味
の
類
想
歌
と
し
て
は
、

「逢

ふ
事
は
く
も
ゐ
は
る
か
に
な
る
神
の
お
と
に
き
き
つ
つ
こ
ひ
渡
る
か
な
」

（
『古
今
集
』
巻
十

一
・
恋

一
。
四
八
二
・
紀
貫
之
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、

「
た
に
せ
ば
き
い
は
ま
を
た
ぎ
つ
み
や
ま
が
は
わ
り
な
き
世
に
も

す
み
わ
た
る
か
な
」

（
『新
撰
六
帖
』
第
二
帖

・
五
三
七

・
藤
原
為
家
）

は
こ
の
歌
の
影
響
を
う
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【通
釈
】
恋
し
い
と
思
う
気
持
ち
に
せ
め
て
限
り
の
あ
る
男
女
の
仲
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
長
い
年
月
を
経
て
物
思
い
に
悩
む
こ
と
は
な
か

っ
た
で
あ

ろ
う
に
。

【他
集
】

『
続
古
今
集
』
巻
十
四

・
恋
四

。
一
三
〇
六
、
詞
書

・
作
者
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「題
不
知
　
坂
上
是
則
」
　

『
古
今
六
帖
』
第
五

・
二
五
七

一
、
四
句

「と
し
へ
ば
」
　

『一カ
代
集
』
巻
十
二

・
恋
三

・
二
三
四
八
、
作
者

「是

則
」

【付
】

「長
い
間
恋
い
慕
う
」
と
い
う
意
味
の
類
想
歌
と
し
て
、

「お
と

は
山
お
と
に
き
き
つ
つ
相
坂
の
関
の
こ
の
た
に
年
を
ふ
る
か
な
」

（
『古

今
集
』
巻
十

一
。
恋

一
・
四
七
三
・
在
原
九
方
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

【修
辞
】

「な
が
ら
の
は
じ
の
」
は

「な
が
ら
へ
て
」
を
導
く
序
詞
。
ま

た
、

「
な
が
ら
の
は
じ
」
の

「
な
」
は

「
無
」
の
意
を
掛
け
て
い
る
。

「わ
た
る
」
は

「は
じ
」
の
縁
語
。

【通
釈
】
あ
な
た
に
お
会
い
す
る
こ
と
も
な
く
、
一長
柄
の
橋
で
は
な
い
が

生
き
な
が
ら
え
て
、
あ
な
た
を
ず

っ
と
恋
し
く
思

っ
て
い
る
間
に
、
年
を

と
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。

【他
集
】

『古
今
集
』
巻
十
五

・
恋
五

・
八
二
六
、
詞
書

・
作
者

「題
不

知
　
坂
上
是
則
」
　

『
古
今
六
帖
』
第
五

・
二
五
六
八
、
詞
書

・
作
者

「と
し
へ
て
い
ふ
　
こ
れ
の
り
」
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【付
】

『竹
岡
全
評
釈
』
に
よ
る
と
、

「な
が
ら
」
の

「な
」
を

「無
」

に
か
け
て
解
す
る
説
と
、
そ
う
解
さ
ず
、

「あ
ふ
こ
と
を
」
を
直
接
卜
の

「
こ
ひ
渡
る
」
に
続
け
る
説
と
が
あ
る
。
前
者
に
解
す
る
例
と
し
て
、

『古
今
栄
華
抄
』
、

『古
今
和
歌
集
打
聴
』
等
、
後
者
に
あ
て
は
ま
る
も

の
と
し
て
は
、

『古
今
和
歌
集
正
義
』
等
が
あ
る
。
ま
た
、

「長
柄
橋
」

は
、

『
日
本
後
紀
』

（巻
三
二

・
嵯
峨
天
皇

。
弘
仁
三
年
六
月
己
丑
条
）

に
、

「遣
二
使
造
二
摂
津
国
長
柄
橋
一
」
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。

『文
徳

実
録
』

（巻
五

。
文
徳
天
皇

・
仁
寿
三
年
十
月
戊
辰
条
）
に

「摂
津
国
奏

言
。
長
柄
三
国
両
河
。
頃
年
橋
梁
断
絶
。
人
馬
不
レ
通
。
請
准
二
堀
江
川

一ｏ置
三
二
隻
船
一ｏ
以
通
二
済
渡
一。
許
レ
之
。
」
と
あ
り
、
橋
が
破
損
し
た

こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
、

「な
が
ら
の
は
じ
の
な

が
ら
へ
て
」
と
い
う
よ
り
は
、

「わ
れ
ば
か
り
な
が
ら
の
は
し
は
く
ち
に

け
り
な
に
は
の
こ
と
も
ふ
る
る
か
な
し
な
」

（
『後
拾
遺
集
』
第
十
八

・

雑
四

。
一
〇
七
三

・
赤
染
衛
門
）
や
、

「な
に
は
な
る
な
が
ら
の
は
し
も

つ
く
る
な
り
今
は
わ
が
身
を
な
に
に
た
と
へ
む
」

（
『古
今
集
』
巻
十
九

・
雑

・
伊
勢
）
の
よ
う
に
、

「く
ち
る
」
や

「
つ
く
る
」
な
ど
の
語
と
と

も
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、

『民
部
卿
家
歌
合
』
の

「忍
び
つ
つ
恋
ひ
わ

た
る
ま
に
朽
ち
に
け
り
な
が
ら
の
橋
を
又
や
作
ら
む
」

（
一
八
九

・
藤
原

隆
房
）
は
、
是
則
３７
番
歌
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

-60-

w
eb

公
開
に
際
し
︑

翻
刻
は
省
略
し
ま
し
た



【通
釈
】
逢
う

お
逢
い
し
て
愛
情
を
か
わ
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
物
思
い
の
心
も
晴
れ
る
こ

と
か
と
思

っ
て
い
た
、
な
の
に
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
実
際
に
は
、
あ
な
た
と

の
逢
瀬
の
余
韻
に
心
が
惹
か
れ
、
苦
し
い
ほ
ど
に
恋
し
い
気
持
ち
が
つ
の

っ
て
く
る
こ
と
だ
よ
。

【他
集
】

『後
撰
集
』
巻
十
二

・
恋
四

・
七
九
四
、
詞
書

・
作
者

「人
の

も
と
よ
り
か
へ
り
ま
で
き
て
つ
か
は
じ
け
る
　
坂
上
こ
れ
の
り
」
、
三
句

「思
ひ
し
に
」
　

『拾
遺
集
』
巻
十
二

・
恋
二

・
七

一
一
、
詞
書

・
作
者

「題
不
知
　
坂
上
是
則
」

【付
】

「あ
ひ
み
て
」
の
ち
の
な
ご
り
が

「わ
び
し
」
い
と
い
う
発
想
の

類
相
小歌
と
し
て
は
、

「
あ
づ
ま
ぢ
の
さ
や
の
中
山
中
中
に
あ
ひ
見
て
の
ち

ぞ
わ
び
し
か
り
け
る
」

（
『後
撰
集
』
巻
九

・
恋

一
・
五
〇
七

・
源
碁
否
十
）

が
あ
る
。
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【修
辞
】

「
き
り
ふ
か
き
秋
の
ゝ
な
か
の
わ
す
れ
水
」
は
、

「た
え
ま
が

ち
な
る
」
を
導
く
序
詞
。

【通
釈
】
逢

っ
た
後

霧
深
い
秋
の
野
中
の
水
に
あ
る
、
人
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
忘
れ
水
の

よ
う
に
、
隔
て
が
多
く
て
、
あ
な
た
と
の
逢
瀬
は
、
途
絶
え
が
ち
な
こ
の

頃
だ
な
あ
。

【他
集
】

『新
古
今
集
』
巻
十
二

。
恋
三

。
一
二

一
一
、
詞
書

・
作
者

「あ
ひ
て
の
ち
あ
ひ
が
た
き
女
に
　
坂
上
是
則
」

-63-

w
eb

公
開
に
際
し
︑

翻
刻
は
省
略
し
ま
し
た



【通
釈
】
恋
人
に
逢
う
こ
と
が
ま
ま
な
ら
ぬ
秋

こ
の
長
い
秋
の
夜
を
、
恋
の
苦
し
み
に
よ
っ
て
一
睡
も
し
な
い
ま
ま
明
か

す
我
身
に
と

っ
て
は
、

「恋
し
い
人
と
夢
路
で
逢
お
う
」
と
さ
え
も
ま
っ

た
く
あ
て
に
で
き
な
い
こ
と
よ
。

【他
集
】

『後
撰
集
』
巻
六

・
秋
中

。
二
九
六
、
詞
書

・
作
者

「題
し
ら

ず
　
よ
み
人
も
」
、
四
句

「夢
ぢ
と
だ
に
ぞ
」
、
結
句

「
た
の
ま
ざ
り
け

る
」
　

『続
千
載
集
』
巻
十
二

・
恋
二

。
一
二
六
九
、
詞
書

・
作
者

「題

し
ら
ず
　
是
則
」
、
二
句

「ま
ど
ろ
ま
で
」

【付
】

「夢
に
だ
に
あ
ふ
事
か
た
く
な
り
ゆ
く
は
我
や
い
を
ね
ぬ
人
や
わ

す
る
る
」

（
『古
今
集
』
巻
十
五

・
恋
五

・
七
六
七

鼻
記
入
不
知
）
は
、

こ
の
歌
と
類
似
の
発
想
で
あ
る
。
木
船
重
昭

『後
撰
和
歌
集
全
釈
』
で
は
、

「う
た
た
ね
に
恋
し
き
ひ
と
を
見
て
し
よ
り
夢
て
ふ
物
は
憑
み
そ
め
て
き
」

（
『古
今
集
』
巻
十
二

・
恋
二

・
五
五
三

・
小
野
小
町
）
を
踏
ま
え
、
そ

の
逆
を
発
想
す
る
、
と
し
て
い
る
。
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【修
辞
】

「
か
へ
り
」
は

「帰
り
」
と

「
（裏
）
返
り
」
の
掛
詞
．

【通
釈
】
別
れ
の
部

風
の
別
れ
に

忘
れ
な
い
で
く
れ
、
こ
の
別
れ
路
に
生
え
る
葛
の
葉
が
裏
返
る
よ
う
に
、

秋
風
が
吹
い
た
な
ら
ば
私
は
す
ぐ
に
で
も
帰
っ
て
こ
よ
う
。

【他
集
】

『拾
遺
集
』
巻
六

・
別

。
三
〇
六
、
詞
書

。
作
者

「題
し
ら
ず

よ
み
入
し
ら
ず
」
　

『定
家
十
体
』
幽
玄
様

・
十
六

。
作
者

「源
重
之
」

『六
華
集
』
巻
三
・
秋
歌

。
六
四
八
、
作
者

「読
人
不
知
」
、
結
句

「又

か
へ
り
こ
む
」
　

『六
華
集
』
巻
四

。
冬
歌

。
一
一
四

一
、
作
者

「源
重

之
」
、
二
句

「別
に
お
ふ
る
」
、
結
句

「又
か
へ
り
こ
む
」

【付
】
是
則
は
、
延
喜
八
響
止
月
に
大
和
嫁
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

歌
は
そ
れ
と
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
速
断
は
避
け
た
い
。

「ふ
る
郷
を
わ
か
れ
路
に
生
る
葛
の
葉
の
か
せ
は
ふ
く
と
も
帰
る
世
も
な

し
」

（古
典
文
庫

『後
鳥
羽
院
御
製
百
首
』
四

一
）
は
、

４‐
番
歌
を
本
歌

と
し
て
い
る
。
な
お
、

『後
鳥
羽
院
御
製
百
首
』
の
別
系
統
本
で
あ
る
古

典
文
庫

『遠
嶋
百
首
』
に
付
さ
れ
た
注
は
４‐
番
歌

（結
句

「又
か
へ
り
こ

む
」
）
を
貫
之
作
と
し
て
い
る
。
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【通
釈
】
雑
の
部

松

鶴

鴎

猿

入
り
江
の
松
は
年
老
い
て
い
る
　
大
井
の
行
幸

こ
の
川
の
入
り
江
に
生
え
て
い
る
松
は
す
っ
か
り
年
老
い
て
し
ま
っ
た
こ

と
だ
な
あ
、
遠
い
昔
に
あ
っ
た
行
幸
の
こ
と
を
た
ず
ね
て
み
よ
う
か
し
ら
。

【他
集
】

『続
古
今
集
』
巻
十
八
　
・
雑
中

。
一
六
六
二
、
詞
書

（
「補

注
」
の
伊
衡
歌
詞
書
参
照
）

。
作
者

「坂
上
是
則
」
　

『一方
代
集
』
巻
十

五

・
雑
二

・
三
〇
八
〇
、
詞
書

・
作
者

「亭
子
院
に
し
河
に
お
は
し
ま
し

た
り
け
る
日
、
江
松
老
と
い
ふ
こ
と
を
題
に
て
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
　
是

則
」
　

『夫
木
抄
』
巻
二
十
四

。
雑
六

。
一
一
〇
九
二
、
詞
書

。
作
者
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「大
井
川
　
山
城
　
家
集
　
壺
尋
乗
　
坂
上
是
則
」
　

『定
家
十
体
』
心
あ

る
部

。
一
〇
四
、
作
者

「是
則
」
　

『
二
五
記
』
四
四
、
作
者

「仲
文
」

『題
林
愚
抄
』
雑

。
九
〇
五
六
、
詞
書

・
作
者

「同

（江
老
松
　
続
苦
）

至

品

」

【付
】

「江
松
老
」
で
詠
ま
れ
た
大
井
川
行
幸
和
歌
は

「補
注
」
参
照
。

「大
井
川
行
幸
、
入
江
松
年

へ
た
る
　
亀
山
に
い
ざ
事
と
は
ん
こ
の
え
な

る
ま
つ
の
緑
は
い
く
世

へ
に
き
と
」

（
『夫
木
抄
』
巻
二
十
三

・
雑
五

・

一
〇
六
三
七

・
花
山
院
）
は
、
こ
の
時
の
大
井
川
行
幸
和
歌
を
意
識
し
た

も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、

「
み
ゆ
き
　
た
ま
つ
し
ま
入
江
の
小
松
お
い
に

け
り
ふ
る
き
み
や
こ
の
こ
と
や
と
は
ま
し

（
『古
今
六
帖
』
第
二

・
一
二

二
五
）
は
是
則
歌
の
異
伝
歌
。
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【通
釈
】
鶴

鶴
が
中
洲
に
立

っ
て
い
る
　
大
井
の
行
幸

山
が
近
い
か
ら

「あ
れ
は
降
り
て
か
か
っ
て
い
る
雲
だ
」
と
、
ま
な
づ
る

の
立

っ
て
い
る
川
辺
を
人
は
み
る
の
だ
ろ
う
か
。

【他
集
】

『新
千
載
集
』
巻
十
六

・
雑
上

。
一
六
四
四
、
詞
書

・
作
者

コ
曇
ｆ
院
に
し
河
に
お
は
し
ま
し
た
り
け
る
日
、
鶴
洲
に
た
て
り
と
い
ふ

こ
と
を
題
に
て
よ
ま
せ
給
う
け
る
に
　
坂
上
是
則
」

【付
】

「鶴
立
洲
」
で
の
大
井
川
行
幸
和
歌
は

「補
注
」
参
照
。

「大
井
河
行
幸
に
霜
の
つ
る
地
に
立
て
る
を
雲
の
お
る
る
か
と
う
た
が
ひ

一番
ム
　
を
ぐ
ら
山
お
り
ゐ
る
雲
は
た
に
河
の
か
は
べ
の
た
づ
の
と
ほ
め
な

り
け
り
」

（
『夫
木
抄
』
巻
二
十
七

・
雑
九

・
動
物
部

。
一
二
五
九
〇

・

花
山
院
）
は
、

４３
番
歌
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
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【通
釈
】
鴎

鴎
が
人
に
馴
れ
て
い
る
　
大
井
の
行
幸

川
を
進
ん
で
い
く
舟
に
沿

っ
て
流
れ
て
い
る
か
も
め
を
、
水
に
さ
す
竿
が

か
え
す
白
い
浪
に
ま
ち
が
え
て
し
ま
う
こ
と
だ
よ
。

【付
】

「馴
鴎
人
」
で
の
他
の
大
井
川
行
幸
和
歌
は

「補
注
」
参
照
。

『菅
家
文
草
』
の

「双
墜
大
性
静
　
況
遇
二
得
′
心
人
一　

逐
レ
歩
高
低

至
　
尋
レ
声
向
背
馴
　
飛
疑
二
秋
雪
落
一　

集
談
二
浪
花
匂
一　

殊
恨
秋

天
暮
　
相
離
不
二
敢
親
一
」

（巻
二

・
水
鴎

。
一
七

一
）
は
、

「鴎
が
人

に
な
れ
る
」
、

「鴎
を
浪
に
見
立
て
る
」
の
二
点
で
是
則
歌
と
重
な
る
ｏ

ま
た
、

「大
井
河
行
幸
　
あ
そ
ぶ
か
も
め
人
に
な
れ
た
り
　
夜
と
と
も
に

い
か
だ
を
く
だ
す
河
な
れ
ば
か
も
め
も
人
に
お
も
な
れ
に
け
り
」

（
『夫

木
抄
』
巻
二
十
三

・
雑
十
五

・
一
五
七
五
五

・
花
山
院
）
は
、
こ
の
時
の

大
井
川
行
幸
和
歌
を
意
識
し
た
も
の
と
い
え
る
。
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【通
釈
】
猿

猿
が
山
峡
で
鳴
く
　
大
井
の
行
幸

秋
が
深
ま

っ
た
山
峡
で
鳴
く
猿
の
三
度
に
わ
た
る
悲
し
い
声
を
真
夜
中
に

聞
い
た
ら
、
袖
が
涙
で
ぐ
っ
し
ょ
り
と
濡
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
よ
。

【他
集
】

『新
撰
朗
詠
集
』
下

・
雑

・
四
二
五
、
作
者

「是
則
」
、
三
句
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「鳴
く
猿
を
」
、
四
句

「夜
深
く
聞
き
て
」
、
結
句

「袖
ぞ
ひ
ち
ぬ
る
」

【付
】

「猿
鳴
峡
」
で
の
他
の
大
井
川
行
幸
和
歌

・
漢
詩
は

「補
注
」
参

照
。

以
下
、
第
二
系
統
本
及
び
第
五
系
統
の
彰
本
の
巻
末
に
あ
る
六
首
の
増
補
歌
を
４６
～
５‐
番
と
し
て
補
っ
て
お
く
。

（底
本
―
第
二
系
統
歌
仙
家
集
本
）
。
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３０
番
歌
と
同
歌
で
あ
る
の
で
、
注
は
略
し
た
。
３０
番
歌
を
参
照
。

【修
辞
】

「
そ
の
は
ら
や
ふ
せ
や
に
お
ふ
る
は
ゝ
き
ゞ
の
」
は
下
旬
を
導

く
序
詢
一．

【通
釈
】
そ
の
は
ら
の
ふ
せ
や
の
言
木
が
、
あ
る
よ
う
で
い
て
、
実
は
、

な
い
よ
う
に
、
そ
こ
に
い
る
よ
う
な
の
に
、
逢

っ
て
く
れ
な
い
つ
れ
な
い

あ
な
た
で
あ
る
よ
。
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【他
集
】

『新
古
今
集
』
巻
十

一
。
恋

一
。
九
九
七
、
詞
書

・
作
者

「平

定
文
家
歌
合
　
坂
上
是
則
」
　

『左
兵
衛
佐
定
文
朝
臣
歌
合
』
二
八
、
題

「不
会
恋
」
、
四
句

「あ
り
と
て
ゆ
け
ど
」
　

『古
今
六
帖
』
第
五

・
三

〇

一
九
、
詞
書

「く
れ
ど
あ
は
ず
」
、
四
句

「あ
り
と
て
ゆ
け
ど
」

【付
】
こ
の
歌
の
影
響
を
受
け
た
も
の
は
多
い
。

『源
氏
物
語
』
帯
木
巻

の
光
源
氏
と
空
蝉
と
の
贈
答
歌

「景
木
の
心
を
知
ら
で
そ
の
は
ら
の
道
に

あ
や
な
く
ま
ど
ひ
ぬ
る
か
な
」
と

「数
な
ら
ぬ
ふ
せ
屋
に
お
ふ
る
名
の
憂

さ
に
あ
る
に
も
あ
ら
ず
消
ゆ
る
帯
木
」
は
、

４８
番
歌
を
引
歌
と
し
、
同
巻

の
巻
名
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
る
。

『狭
衣
物
語
』
巻

一
で
も
、

「
そ
の

原
と
人
も
こ
そ
聞
け
尋
木
の
な
ど
か
伏
屋
に
生
ひ
は
じ
め
け
ん
」
と
あ
る
。

３‐
番
歌
と
同
歌
で
あ
る
の
で
、
注
は
略
し
た
。
３‐
番
歌
を
参
照
。

中
古
、
中
世
の
歌
学
書
で
は
、

『俊
頼
髄
脳
』
、　
民
里
録
と

下
、

『和

歌
童
蒙
抄
』
符
木
、

『袖
中
抄
』
、

『和
歌
色
葉
』
が
、
帯
木
の
伝
承
と

併
せ
て
、

４８
番
歌
を
引
い
て
い
る

（す
べ
て
作
者
名
な
し
、
四
句

「あ
り

と
は
み
れ
ど
」
）
。
例
え
ば
、

『俊
頼
髄
脳
』
は
、

「
（
４８
番
歌
引
用
の

後
）
こ
の
歌
の
心
た
し
か
に
書
き
た
る
も
の
な
し
。
信
濃
の
國
に
そ
の
は

ら
ふ
せ
や
と
い
へ
る
所
あ
る
に
、
そ
こ
に
も
り
あ
る
を
、
よ
そ
に
て
見
れ

ば
に
は
ヽ
く
は
ゝ
き
に
似
た
る
木
の
梢
の
見
ゆ
る
が
、
近
く
に
よ
り
て
見

れ
ば
、
う
せ
て
皆
と
き
は
本
に
て
な
む
見
ゆ
る
と
い
ひ
侍
へ
た
る
を
、
こ

の
ご
ろ
見
た
る
人
に
問

へ
ば
さ
る
木
も
見
え
ず
と
ぞ
申
す
。
昔
こ
そ
は
さ

や
う
に
あ
り
け
め
」
と
記
し
て
い
る
。
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【修
辞
】

「み
な
そ
こ
」
と
、

「し
づ
む
」
、

「
ふ
か
く
」
は
縁
語
。

【通
釈
】
水
の
底
に
沈
ん
で
い
る
よ
う
に
う
つ
っ
て
い
る
花
の
姿
を
見
る

と
、
春
も
深
ま
っ
て
き
た
こ
と
だ
な
あ
。

【他
集
】

『続
古
今
集
』
巻
二
・
春
下

。
一
五
九
、
詞
書

・
作
者

「延
喜

十
二
年
亭
子
院
歌
合
歌
　
坂
上
是
則
」
　

『亭
子
院
歌
合
』
三
四
、
作
者

「是
則
」
、
四
句

「は
る
の
ふ
か
く
も
」
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【修
辞
】

「ね
て
待
ち
し
は
つ
か
の
月
の
」
は

「
は
つ
か
」
を
導
く
序
詞
。

【通
釈
】
伏
し
て
待
ち
遠
に
待

っ
た
二
十
日
月
の
よ
う
に
、
ほ
ん
の
つ
か

の
ま
で
あ

っ
て
も
逢

っ
た
こ
と
も
、
い
つ
、
忘
れ
よ
う
か

（い
や
、
け
っ

し
て
忘
れ
な
い
）
。

【
他
集
】

『
続
古
今
集
』
巻
十
三

・
恋
三

。
一
一
七
二
、
詞
書

・
作
者

「定
文
家
歌
合
に
　
坂
上
是
則
」
、
四
句

「あ
ひ
み
し
こ
と
を
」
　

『左

兵
衛
佐
定
文
朝
臣
歌
合
』
三
二
、
題

「会
恋
」
、
初
旬

「
ね
で
ま
ち
し
」
、

四
句

「あ
ひ
み
し
こ
と
を
」

以
下
、
第
二
系
統
本
巻
末
に
あ
る
五
首
の
増
補
歌
を
５２
～
５６
番
と
し
て
補
っ
て
お
く

（底
本
―
書
陵
部
Ｂ
本
）
。
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【修
辞
】
地
名

「く
ら
ぶ
山
」
の

「く
ら
」
に

「暗
し
」
の

「く
ら
」
を

掛
け
る
。

【通
釈
】
惟
喬
の
御
子
の
家
の
歌
合
に

自
分
の
来
た
方
角
も
知
れ
な
い
―
―

「く
ら
ぶ
山
」
は
名
前
通
り
暗
く
、

木
々
の
紅
葉
が
散

っ
て
入
り
乱
れ
、
道
も
解
ら
な
く
な
る
ほ
ど
だ
か
ら
。

【他
集
】

『古
今
集
』
巻
五

・
秋
下

。
二
九
五
、
詞
書

・
作
者

「
こ
れ
さ

だ
の
み
こ
の
家
の
歌
合
の
う
た
　
と
し
ゆ
き
の
朝
臣
」
、
四
句

「木
木
の

こ
の
は
の
」

（
「も
み
ぢ
」
の
異
本
も
有
り
）
　

『敏
行
集
』

一
〇
、
詞

書ヽ

「
こ
れ
さ
だ
の
み
こ
の
い
へ
の
う
た
あ
は
せ
に
」
、
四
句
Ｌ
や
ま
の
こ

の
葉
の
」
　

『新
撰
和
歌
』
巻

一
・
春
秋
併
百
二
十
首

・
八
六
、
詞
書

・

作
者
ナ
シ
、
四
句

「き
ぎ
の
木
の
は
の
」

【付
】

「
こ
の
さ
と
に
た
び
ね
し
ぬ
べ
し
さ
く
ら
花
ち
り
の
ま
が
ひ
に
い

へ
ぢ
わ
す
れ
て
」

（
『古
今
集
』
巻
二

・
査
卜

・
七
二

・
読
人
不
知
）
や

「
さ
く
ら
花
ち
り
か
ひ
く
も
れ
お
い
ら
く
の
こ
む
と
い
ふ
な
る
道
ま
が
ふ

が
に
」

（
『古
今
集
』
巻
七

・
賀

。
三
四
九

・
在
原
業
平
）
な
ど
の
よ
う

に
、
散

っ
た
花
び
ら
に
よ
っ
て
、
道
が
解
ら
な
く
な
る
、
と
い
う
趣
向

・

発
想
は
す
で
に
み
ら
れ
、
こ
の
歌
も
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、

「わ
が
き
つ
る
跡
だ
に
み
え
ず
さ
く
ら
花
ち
り
の
ま
が
ひ
の
春
の

や
ま
風
」

（
『続
千
載
集
』
巻
二

・
春
下

。
一
三
八

・
藤
原
定
家
）
、

「わ
が
き
つ
る
か
た
も
し
ら
れ
ず
ふ
る
雪
に
く
れ
ぬ
宿
か
せ
小
野
の
里
人
」

（
『洞
院
摂
政
家
百
首
』
九
四

一
。
藤
原
範
宗
）
は
こ
の
歌
の
影
響
歌
で

あ
ろ
う
。
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【通
釈
】
屏
風
の
絵
に
詠
み
合
わ
せ
た
歌
　
延
喜
の
御
世
の
歌
合
に

自
い
波
頭
と
ば
か
り
み
え
る
な
あ
、
住
江
の
岸
に
残

っ
て
い
る
自
菊
の
花

キ‘
。【他

集
】

『内
裏
菊
合
　
延
喜
十
二
年
』
四
、
作
者

「是
則
」
、
初
旬

「な
み
と
の
み
」
　

『新
続
古
今
集
』
巻
五

・
秋
下

・
五
六
〇
、
詞
書

・

作
者

「
延
喜
十
三
年
菊
合
に
　
坂
上
是
則
」
、
初
旬

「浪
と
の
み
」

『古
今
六
帖
』
第
六

・
草

。
三
七
五

一
、
作
者

「
と
も
の
り
」
、
初
旬

「な
み
と
の
み
」
、
二
句

「う
ち
こ
そ
み
つ
れ
」
　

『夫
本
和
歌
抄
』
巻

十
四

・
秋
五

・
五
八
八
三
、
詞
書

・
作
者

「延
喜
十
二
年
十
月
十
三
日
菊

合
歌
　
坂
上
是
則
」
、
初
句

「な
み
と
の
み
」
　

『袋
草
紙
』
下

・
古
今

歌
合
難

・
五
五
〇
、
作
者

「是
則
」
、
初
旬

「な
み
と
の
み
」
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【付
】
花
を
波
に
、
あ
る
い
は
波
を
花
に
見
立
て
た
歌
は
多
い
が
、
菊
を

波
に
見
立
て
た
歌
は
、
是
則
以
前
で
は
、

「お
な
じ
御
時
せ
ら
れ
け
る
き

く
あ
は
せ

（寛
平
御
時
菊
合
）
に
、
す
は
ま
を
つ
く
り
て
菊
の
花
う
ゑ
た

り
け
る
に
く
は
へ
た
り
け
る
う
た
、
ふ
き
あ
げ
の
は
ま
の
か
た
に
き
く
う

ゑ
た
り
け
る
に
よ
め
る
　
秋
風
の
吹
き
あ
げ
に
た
て
る
自
菊
は
花
か
あ
ら

ぬ
か
浪
の
よ
す
る
か
」

（
『古
今
集
』
巻
五

・
秋
下

・
二
七
二

・
菅
原
道

真
）
が
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

な
お
、

『袋
草
紙
』
で
は
広
田
社
歌
合
の
、
源
忠
季
歌
に
対
す
る

「す

み
よ
し
の
き
く
、
か
く
よ
め
ら
む
歌
不
覚
。
住
吉
に
は
じ
の
ぶ
草
、
わ
す

れ
ぐ
き
、
松
な
ど
こ
そ
よ
め
。
證
歌
き
ゝ
て
ぞ
勝
負
可
レ
申
云
々
」
と
い

う
基
俊
の
判
詞
に
対
し
て

「予
案
レ
之
、
非
レ
無
二
證
歌
■
曇
士
堕
知
含
、

是
則
歌
云
」
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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【修
辞
】

「
日
も
夕
暮
」
に

「紐
結
ふ
」
を
掛
け
る
。

【通
釈
】
愛
し
い
女
が
下
紐
を
結
う
、
で
は
な
い
が
、
夕
暮
れ
方
の
、
美

し
く
照
ら
さ
れ
た
菊
の
花
だ
か
ら
、
見
飽
き
ず
も
名
残
惜
し
く
も
み
え
る

そ
の
花
の
色
だ
な
あ
。

【他
集
】

『内
裏
菊
合
　
延
喜
十
三
年
』
五
、
作
者

「是
則
」
　

『続
後

拾
遺
集
』
巻
五

・
秋
下

・
三
八
五
、
詞
書

・
作
者

「
（延
喜
御
時
の
菊
合

に
）

坂
上
是
則
」
　

『古
今
六
帖
』
第
六

。
三
七
六

一
、
作
者

「お
な

じ

（是
則
）
」
、
三
句

「菊
の
は
な
」
、
四
句

「
あ
か
ず
ぞ
秋
の
」

【修
辞
】
菊
に
霜
が

「置
く
」
意
味
と
、
霜
が
菊
の
美
し
い
色
を

「と
っ

て
お
く
」
意
味
を
か
け
る
。

【通
釈
】
菊
の
花
は
、
冬
の
野
を
吹
く
風
に
散
り
も
し
な
い
で
、
今
日
こ
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の
日
ま
で
は
と
霜
が
置
い
て
、
美
し
い
色
を
と
っ
て
お
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。【

他
集
】

『
内
裏
菊
合
　
延
喜
十
二
年
』
六
、
作
者

亘
札則
」
、
三
句

「ち
り
も
せ
で
」
　

Ｆ
引拾
遺
集
』
巻
六

。
冬

・
五
九
五
、
詞
書

・
作
者

「
延
喜
十
二
年
の
菊
合
に
　
是
則
」
、
二
句

「冬
の
野
風
に
」
、
三
句

「散
り
も
せ
で
」
　

『古
今
六
帖
』
第
六

。
三
七
六
〇
、
作
者

「
こ
れ
の

り
」
　

『万
代
集
』
巻
六

・
冬

。
一
三
七
二
、
詞
書

。
作
者

「延
喜
十
三

年
十
月
内
裏
菊
合
の
歌
　
是
則
」
　

『夫
木
抄
』
巻
十
六

。
冬

一
。
六
五

〇
五
、
詞
書

・
作
者

「延
喜
十
二
年
十
月
内
裏
菊
合

旦
飾
型

、
二
句

「冬
の
野
風
に
」
、
三
句

「散
り
も
せ
で
」
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【通
釈
】
月
の
光
ま
で
も
、
今
宵
は
に
お
い
た
っ
て
い
る
―
―
明
る
く
照

り
映
え
る
菊
の
花
が
、
そ
の
天
上
の
月
、
つ
ま
り
は
帝
に
、
光
を
添
え
る

よ
う
に
、
輝
い
て
い
る
か
ら
。

【他
集
】

『内
裏
菊
合
　
延
喜
十
二
年
』
七
、
作
者

「是
則
」

（異
同
に

関
す
る
問
題
は
、

【付
】
の
項
参
照
。
）

【付
】

『新
編
国
歌
大
観
』
の

『内
裏
菊
合
　
延
喜
十
二
年
』

（底
本
は
、

尊
経
閣
文
庫
十
巻
本
）
で
は
、
結
句

「か
の
そ
は
る
ら
ん
」
、

『平
安
朝

歌
合
大
成
　
一
』
の

『延
喜
十
二
年
内
裏
菊
合
』
で
は
、
甲
本

（同
十
巻

本
）
で
四
句

「
あ
ま
照
る
月
の
」
結
句

「香
の
そ
は
る
ら
ん
」
、
乙
本

（二
十
巻
本
）
で
四
句

「
あ
ま
照
る
月
の
」
、
結
句

「か
げ
の
そ
ふ
ら
む
」

と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

「香
の
そ
は
る
ら
ん
」
の
場
合
、

「月
影
に
菊
の

香
り
が
立
ち
添
う
」
意
に
な
り
、
そ
の
方
が

『是
則
集
』
本
文
よ
り
意
は

通
じ
や
す
い
。
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